
ウォーキング総集編
JAみえ健保 すくらむ

グ総集編
らむ



　昭和49年11月1日に設立された当健康保険組合は本年11月をもち

まして40周年という記念すべき年を迎えます。これもひとえに関係諸団体の

ご支援、そして事業主並びに被保険者とご家族の皆様のご協力、ご厚情

の賜物と深く感謝申し上げる次第です。

　さて、当健康保険組合では、皆様と健保を結ぶパイプ役として機関誌

すくらむ を発行しています。皆様の健康づくりに役立つ情報や、保健

事業の計画や時事ニュース、制度の仕組みや現況、旅行情報、料理の

レシピなどバラエティに富んだ内容となっていますが、中でも2007年度から

続く三重県内のウォーキングコース等を紹介する企画は、スタッフが実際

に現地に出かけて取材している人気企画です。

　そこで、健保設立40周年を迎えるにあたり、今までの取材記事を手に

取って一覧できる“ウォーキング総集編”を発行することにいたしました。

情報は多少古くなっている部分もありますが、皆様の休日の健康づくりに

お役立ていただければと思います。ぜひご家庭に持ち帰ってご家族で

お読みください。

すくらむ“ウォーキング総集編”
発刊にあたって

三重県農協健康保険組合
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掲載内容は発行当時のものです。道路状況や各施設の営業時間・料金等は現在の
状況と異なる場合がありますので、実際にお出かけになる場合はご注意ください。

ぶらり街なか散歩

2013年度
76
80

上期号 ● 伊勢市（外宮周辺・河崎地区）
下期号 ● 津市（橋内地区・橋北地区）

気分転換ちょっとお出かけ

2011年度

2012年度
68

72

60
64

上期号 ● 松阪農業公園ベルファーム
下期号 ● いなべ市農業公園

上期号 ● 海女と漁師の町「相差」
下期号 ● 奥伊勢フォレストピアと
 清流宮川・秋の紅葉

ゆったり、のんびり　歴史街道ウォーキングMie

2009年度

2010年度

20
22
24
26

28
30
32
34

春　号 ● 伊勢街道
夏　号 ● 熊野街道
秋　号 ● 射和～伊勢本街道
冬　号 ● 東海道関宿～坂下宿

春　号 ● 伊勢別街道（椋本～楠原宿）
夏　号 ● 磯部道（恵利原～上之郷周辺）
秋　号 ● 伊勢本街道（田丸～東池上）
冬　号 ● 東海道（日永～采女）

ゆったり、のんびり　ウォーキングMie

2007年度

2008年度

春　号 ● 亀山
夏　号 ● 二見浦
秋　号 ● 赤目四十八滝
冬　号 ● 菰野

4
6
8
10

12
14
16
18

春　号 ● 浜島
夏　号 ● いなべ市
秋　号 ● 伊賀市・上野城下町
冬　号 ● 伊勢市・外宮～河崎

花と水に親しむウォーキング

2011年度

2012年度

36
40

44

48

上期号 ● 丹生大師と立梅用水をめぐる道
下期号 ● コスモス畑と清流・員弁川をめぐる道

上期号 ● 風薫る六華苑と七里の渡跡をめぐる道
下期号 ● 近畿の奥座敷・湯の山温泉で
 晩秋の紅葉を愛でる道

プチ列車旅で楽しむ One Day ウォーキング

2013年度

52

54

56

58
下期号 ● 大黒屋光太夫ゆかりの地と
 鈴鹿の古い街並を歩く

下期号 ● 自然の中の古墳を数えながら
 お伊勢さんに続く初瀬街道を歩く

上期号 ● いにしえの旅人が行き交った
 神宮へ続く道を歩く

上期号 ● 王朝ロマンにみちびかれて
 斎宮の歴史街道を歩く

JR
私鉄
高速道路
国道

掲載内容は発行当時のものです。道路状況や各施設の営業時間・料金等
状況と異なる場合がありますので 実際にお出かけになる場合はご注意くださ
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　亀山支店では平成15年から「亀楽市」と名づけ
たファーマーズマーケットを開催しています。毎週
木・日曜の朝8時
から11時、敷地内
で朝採りのいちご
や花、旬の野菜や
加工品を中心に
販売しています。
ぜひ一度ご来店く
ださい。

き　らく いち
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　二見浦支店では、高設イチゴの生産が主力
です。支部内16の農家が毎年11月から５月まで
アキヒメを生産し、県内や愛知県に出荷してい
ます。品質の高さから評判も上々です。今の季節
は夏野菜の出荷が盛んです。
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　名張西支店では、管轄内にある青蓮寺湖
ぶどう組合と連携し、ぶどうの生産に力を入れて
います。青蓮寺湖ぶどう組合では、生産物出荷
のほか、夏から秋のぶどう狩りや春のいちご狩り
を実施し、観光客から好評を博しています。
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磯料理 ヨット

B&G海洋
センター

矢取島

鳥羽志摩農協浜島支店

甚よま餅店

浜島海浜公園

わんさかわんさ

浜島港
START

ビン玉ロード

伊勢えび大王の像

なごみの丘

南張
海浜公園

磯笛岬

黒崎トンネル

磯笛トンネル南
張
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国
道
に
戻
り
、

ユ
ニ
ー
ク
な
「
伊

勢
え
び
大
王
」の

像
を
右
手
に
眺
め

進
み
ま
す
。
ト
ン

ネ
ル
の
手
前
を
左

に
進
み
再
び
海
岸
沿
い
を
歩
き
ま
す
。「
塩

鹿
浜
小
公
園
」
付
近
か
ら
坂
の
傾
斜
が
き
つ

く
な
る
分
、眺
望
は
見
ご
た

え
が
増
し
ま
す
。「
磯
笛

岬
展
望
台
」ま
で
来
た

ら
小
休
止
。
海
女
と

漁
師
の
悲
恋
物
語
が

伝
わ
る
岬
に
あ
る

「
ツ
バ
ス
の
鐘
」
を
鳴

ら
せ
ば
願
い
が
叶
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　浜島支店が管轄する南張地区では、志摩特産の
「南張メロン」を生産しています。ハウスで栽培される南張
メロンは、ボイラーが必須。昨今の原油高騰により、農家
は重油ボイラーから薪ボイラーに切り替えて生産コストを
抑え、おいしいメロンを出荷しています。
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志
摩
半
島
の
南
部
に
位
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す
る

伊
勢
エ
ビ
と
温
泉
の
町
で
知
ら
れ
る
志
摩
市
浜
島
町
。

リ
ア
ス
式
海
岸
と
美
し
い
砂
浜
に
縁
取
ら
れ
た

海
沿
い
の
道
を
歩
け
ば
、潮
騒
と
海
鳥
の
声
が
心
地
良
い
。

春
風
に
磯
笛
の
音
を
探
し
な
が
ら
、歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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寄り道

JA

寄り道

温泉

寄り道

グルメ 鳥羽志摩農協 
浜島支店

■志摩市浜島町浜島1787-85
■電話：0599-53-0004

　医学的に療養泉と認められている天然温
泉。泉質はナトリウム－塩化物温泉。眺望の
素晴らしい露天風呂や大浴場で、心と身体
をほぐしてみては。

磯料理　
ヨット

潮騒の湯
（合歓の郷ホテル＆リゾート内）

　志摩の海の幸が豊富に獲れる浜島町。
ヨットでは、そんな新鮮な海の幸をおいし
く食べられる。とくにアコヤ貝の貝柱を
使った「真珠貝柱チャーハン」はおすすめ。

甚よま餅店
　もともとはお米の
精米店から始められ
たという「甚よま餅
店」。地元ではお祝
い事で配られるとい
う「へぎ餅」のサクサ
クとした食感は絶品。
黒糖や塩味などバリ
エーションも豊富。

▲真珠貝柱チャーハン 1,100円

奥志摩温泉

●電話：0120-53-0728
●営業時間：8:30～18:30
●無休

●電話：0599-53-0486
●営業時間：11:00～18:00
　（日・祝は17:00閉店）
●火曜休

●効能：神経痛、筋肉痛、関節痛、
　慢性消化器病ほか
●料金：大人1,100円（タオル付）
●営業時間：9:00～22:00
●電話：0599-52-1111
　（合歓の郷ホテル＆リゾート）
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右
手
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防
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の
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客
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、国
道
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を
目
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し
ま
す
。海
岸
の
防
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近
く
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神
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森
は
県
天
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念
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に
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っ
て
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出
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、陽
光
が
降

り
注
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春
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出
会
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ザ
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を
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ま
せ
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ま
す
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チ
ッ
プ
ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
な
が
ら
進
む
と
、

目
前
に
広
が
る
砂
浜
が「
浜
島
海
浜
公
園
」
。

こ
の
大
き
な
浜
は
６
月
に
開
催
さ
れ
る
伊
勢

え
び
祭
の
会
場
に
な
り
ま
す
。東
方
に
矢
取

島
の
美
し
い
姿
も
望
め
ま
す
。

　

し
ば
ら
く「
日
本
の
道
百
選
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も
選
ば
れ

た
国
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2
6
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－

夢
街
道
と
名
づ
け
ら
れ

た
景
観
の
美
し
い
道
を
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、信
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で
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折
。
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宅
街
を
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け
海
岸
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に
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ン
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を
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ま
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ン
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は
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イ
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こ
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で
、日
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と

ビ
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玉
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中
の
ロ
ー
ソ
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ロ
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。

　

磯
笛
峠
か
ら
先
に
進
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と
、右
手
に
折
れ

る「
な
ご
み
の
丘
」に
向
か
う
遊
歩
道
が
あ
り

ま
す
。か
な
り
急
な
坂
道
コ
ー
ス
な
の
で
健
脚

の
方
に
お
す
す
め
で
す
。途
中
の
駐
車
場
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に
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け
ら
れ
た
見
晴
ら
し
台
か
ら
も
美
し
い
景

観
を
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能
で
き
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す
。
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に
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り
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り
く
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た
道
の
先
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南
張
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岸
」が
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え
て
き
ま
す
。海
岸
に
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け
ら
れ
た
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南
張
海
浜
公
園
」
は
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ン

プ
場
を
備
え
た
海
水
浴
場
。フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が

南
国
の
風
を
運
ん

で
き
そ
う
で
す
。
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か
ら
は
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方
方
面
に
バ
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が

出
て
い
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す
。途
中
、

合
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の
郷
に
寄
り

道
し
て
「
潮
騒
の
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」
を
楽
し
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の

も
い
い
で
し
ょ
う
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天王橋
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歩
道道
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駅駅駅駅

　北勢線の終点・阿
下喜駅前に店を構
える丸喜製菓。電車
の姿を煎餅に焼き
付けたオリジナル銘菓は、鉄道ファンや
観光客に人気のさっくりとした煎餅です。

　

駅
近
く
に
あ
る
、人
が
通
る
だ
け
の
ト
ン
ネ

ル「
洞
門
口
」を
抜
け
、坂
道
を
下
り
県
道

6
0
9
号
に
出
て
員
弁
川
に
向
か
い
ま
す
。天

王
橋
か
ら
は
藤
原
岳

が
望
め
ま
す
。橋

を
渡
っ
て
す
ぐ

「
員
弁
川
散

歩
道
」の
看

板
が
見
え

た
ら
右
折
。

小
さ
な
橋

を
渡
り
、カ

ラ
ー
舗
装
さ

れ
た
歩
道
を

歩
き
ま
す
。こ
の

散
歩
道
は
初
夏
に
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が
咲
き
誇
り
、ウ
ォ
ー
カ
ー

の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。川
沿
い
を
進
み
、

車
道
に
出
た
ら
右
折
。員
弁
川
橋
を
渡
る
と

阿
下
喜
駅
で
す
。

軽
便
鉄
道
と
昭
和
の
ま
ち
に
出
逢
う
道

い
な
べ
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
全
長
／

所
要
時
間
／
約
3
時
間

（
施
設
観
覧
時
間
を
除
く
）

ゆ
っ
た
り
、の
ん
び
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e

三重県最北部のいなべ市を縦断する
三岐鉄道・北勢線は、軽便鉄道と呼ばれ
ミニサイズの電車が走ります。
「美しい日本の歩きたくなるみち 500選」に選ばれた、
美しい田園風景が広がる線路沿いのコースを
涼を求めて歩いてみましょう。

楚
原（
そ
は
ら
）駅
〜

　
　
　

麻
生
田（
お
う
だ
）駅

麻
生
田（
お
う
だ
）駅
〜

　
　
　

阿
下
喜（
あ
げ
き
）駅

阿
下
喜
駅
周
辺

寄り道

JA
寄り道

温泉

寄り道

グルメ

みえいなべ農業協同組合
阿下喜支店

■いなべ市北勢町阿下喜1911
■電話0594-72-2008

　「みなさんの元気」をテーマに健康増
進施設として整備された「あじさいの
里」。アルカリ性単純温泉のかけ流し内
風呂・露天風呂をはじめ、足湯・トレーニン
グルームや喫茶・レストランなどを併設。

Fugetsu
（フーゲツ）

あじさいの里
（いなべ市健康増進施設）

　明るく広い店内が心地よいフーゲツは、その日
の気分でランチをセレクト。ランチはボリューム満
点で世代に関係なく人気が高い。

丸喜製菓

▲おすすめスパゲティーセット980円
　（スパゲティは日替わり）

▲軽便煎餅1,000円

阿下喜温泉

●電話：0594-72-2162
●営業時間：8:00～20:00
●無休

●電話：
　0594-72-3568
●営業時間：
　7:00～20:30
●月曜定休

●効能：神経痛・筋肉痛・関節痛・
　　　 慢性消化器病ほか
●料金：小学生以上400円（足湯は無料）
●営業時間：11:00～21:00
●休業日：木曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　 年末年始
●電話：0594-82-1126

９．０
km

　

夏
空
を
従
え
る
藤
原
岳
を
望
み
な
が
ら
歩

く
今
回
の
コ
ー
ス
は
、三
岐
鉄
道
・
北
勢
線
の
楚

原
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
。駅
前
の
楚
原
神
社
で

ゴ
ー
ル
ま
で
の
安
全
を
祈
っ
て
歩
き
始
め
ま
す
。

　

楚
原
商
店
街
を
抜
け
、坂
道
を
下
る
途
中

に
水
流
豊
か
な「
六
把
野
井
水（
ろ
っ
ぱ
の
ゆ
す

い
）」が
見
え

た
ら
、
用
水

沿
い
に
農
道

を
進
み
ま
す
。

木
陰
が
涼
し

い
小
径
の
先
、

大
正
５
年
に
作
ら
れ
た「
ね
じ
り
橋
」を
く
ぐ

り
鉄
道
の
反
対
側
に
出
ま
す
。ポ
イ
ン
ト
毎
に

コ
ー
ス
案
内
の
看
板
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
道

に
迷
い
ま
せ
ん
。

　

緑
が
広
が
る
田
園
風
景
の
中
に「
め
が
ね
橋
」

を
渡
る
黄
色
の
電
車
を
眺
め
歩
き
ま
す
。線
路

と
六
把
野
井
水
に
沿
っ
て
歩
き
つつ
、井
水
の
涼

し
げ
な
流
れ
を
楽
し
み
ま
す
。麻
生
田
に
入
り

萬
笑
院
の
杉
並
木
の
坂
道
を
上
り
、線
路
を

渡
っ
て
茶
畑
の
横
を
進
む
と
麻
生
田
駅
で
す
。

　

駅
前
の
本

町
通
り
の
ゆ

る
や
か
な
上

り
坂
を
進
む

と
、
左
手
に

は「
旧
阿
下

喜
郵
便
局
」。

こ
の
町
は
古

い
建
物
が
多
く
残
っ
て
お
り
、昭
和
の
風
情
が

漂
い
ま
す
。相
願
寺
の
交
差
点
を
左
折
す
る
と
、

右
手
に
古
い
木
造
校
舎「
桐
林
館
」。時
間
が

止
ま
っ
た
よ
う
な
校
舎

を
過
ぎ
、次
は
ま
ち
か

ど
博
物
館「
プ
チ
鉄
道

博
物
館
」へ
。鉄
道
フ
ァ

ン
に
は
た
ま
ら
な
い

数
々
の
展
示
物
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
辻
を
左

折
し
西
町
通
り

（
通
称
「
歴
史

通
り
」）で
蔵
の

あ
る
家
を
探
し

な
が
ら
歩
き
ま

す
。本
町
通
り

に
出
た
ら
、
右

折
。元
の
道
を
下
り
、阿
下
喜
駅
で
ゴ
ー
ル
で

す
。疲
れ
た
足
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
な
ら
、す

ぐ
前
の
阿
下
喜
温
泉「
あ
じ
さ
い
の
里
」を
訪

ね
ま
し
ょ
う
。

N

楚原神社▲

麻生田駅▼

めがね橋付近の小川

　阿下喜支店の敷地内にあるファーマーズマーケット
「いなべっこ」で、周辺地域の200軒を超える農家が
生産した農作物や加工品を販売しています。今夏は
いなべ産の大麦で作った麦茶
を販売します。またいなべ産
大豆で作った納豆は好評
につき増産していますので、
ぜひお越しください。

あじさいの里

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e
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　忍者の携帯食とい
われる「かた焼」の製
造風景を見ることが
できる。山イモ入り・
生姜砂糖味はいずれ
も人気が高い。

　

上
野
公
園
の
堀
沿
い
の
道
を
進
み
、白
壁
の

美
し
い
通
り
を
過
ぎ
る
と
国
道
25
号
に
戻
り

ま
す
。こ
こ
を
左
折
、「
上
野
高
校
明
治
校

舎
」を
左
手
に
眺

め
、白
鳳
門
で
左

折
。上
野
公
園
に

入
り
ま
す
。

　

美
し
い
石
畳
の

道
を
上
る
と
、左

手
に「
伊
賀
上
野

城
」の
天
守
閣
が

見
え
て
き
ま
す
。

藤
堂
高
虎
が
こ
の
地
に
築
城
し
、現
在
の
天
守

閣
は
昭
和
10
年
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。公
園

内
に
は「
俳
聖
殿
」や
高
さ

30
m
の
石
垣
な
ど
見
ど
こ

ろ
も
多
い
の
で
、散
策
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

公
園
を
東
側
か
ら
出

る
と
、上
野
天
神
祭
の
だ

ん
じ
り
を
常
設
す
る「
だ

ん
じ
り
会
館
」の
正
面
に
。

芭
蕉
の
ふ
る
さ
と
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
道

伊
賀
市・上
野
城
下
町

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
全
長
／

所
要
時
間
／
約
2
時
間

（
施
設
観
覧
時
間
を
除
く
）

ゆ
っ
た
り
、の
ん
び
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e

俳
聖
・
松
尾
芭
蕉
や
伊
賀
流
忍
者
の
里
で
知
ら
れ
る
伊
賀
市
。

市
街
地
の
中
心
に
そ
び
え
る
伊
賀
上
野
城
の
周
辺
は

城
下
町
の
風
情
が
漂
い
、歴
史
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
ま
す
。

秋
の
陽
だ
ま
り
の
中
、情
緒
漂
う
町
並
み
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

上
野
市
駅 

〜

　
　
　
　

旧
小
田
小
学
校

上
野
高
校
明
治
校
舎 

〜

　
　
　
　

だ
ん
じ
り
会
館

芭
蕉
翁
生
家 

〜 

茅
町
駅

寄り道

JA

寄り道

温泉

寄り道

グルメ
伊賀北部
農業協同組合

■伊賀市木興町530
■電話0595-21-3500

　天然温泉「芭蕉の湯」は、和洋
ふたつの露天風呂、寝湯やジャ
グジーを始め、湯上りタイムを快
適に過ごせる設備を併設。食事
も充実しているので、ウォーキン
グ後のリラックスタイムには最適。

「芭蕉の湯」

　明治末期に建てられた町屋
を改装した味わい深い店内。
イタリア・シエナで修業を積ん
だシェフが作る本格的なイタリ
ア料理をくつろいで味わえる。

鎌田製菓店

▲ランチセット1,800円
　（前菜＋肉または魚＋ドルチェ＋ドリンク）

▲かた焼　各420円

ウェルサンピア伊賀

「チッタ」
イタリア料理

営農生活センター

●電話：0595-21-1345
●営業時間：8:00～17:00
●不定休

●電話：0595-22-8320
●営業時間：11:30～22:00（ランチ・カフェ・ディナータイムあり）
●火曜定休（祝日の場合は翌日）

●効能：神経痛・筋肉痛・疲労回復・
 健康増進ほか
●料金：大人750円
●営業時間：10:00～21:00
●電話：0595-24-7000

6．０
km

　

古
い
町
並
み
が
残
る
上
野
城
下
町
を
歩
く

今
回
の
コ
ー
ス
は
、伊
賀
鉄
道
・
上
野
市
駅
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
建
つ
芭
蕉
翁

の
像
を
見
上
げ
な
が
ら
旅

気
分
で
歩
き
始
め
ま
す
。

　

車
の
往
来
が
多
い
国
道

25
号
を
渡
り
、一
路
西
へ
。

江
戸
時
代
の
藩
校
だ
っ
た

「
旧
祟
廣
堂
」の
赤
門
が

見
え
て
き
た
ら
左
折
、そ
の
先
に
建
つ
明
治
建

築
の
旧
上
野
警
察
庁
舎「
北
泉
邸
」を
右
折

し
、細
い
路
地
に
進
み
ま
す
。

　

国
道
25
号
を
渡
り
、

下
り
坂
を
歩
く
と
日
本

三
大
仇
討
の
ひ
と
つ「
鍵

屋
の
辻
」で
す
。こ
こ
か
ら

　

だ
ん
じ
り
会
館
の
裏
手
の
細
い
道
を
回
り
こ

ん
で
進
み
、町
家
が
多
く
残
る
通
り
を
歩
き
ま

す
。国
道
25
号

に
面
し
た
角
地

に
建
つ「
芭
蕉
翁

生
家
」は
、当
時

の
面
影
そ
の
ま

ま
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

国
道
を
渡
り
、

町
家
の
路
地
を
進
み
、次
の
交
差
点
で
右
折
。

小
さ
な
広
小
路
駅
を
右
手
に
過
ぎ
る
と
正
面

に
杜
、芭
蕉
が
処
女
句
集「
貝
お
ほ
い
」を
奉
納

し
た「
上
野
天
神

宮（
菅
原
神
社
）」

で
す
。道
を
少
し

戻
り
、最
初
の
辻

を
右
折
。寺
院
が

集
ま
っ
た「
寺
町

通
り
」
を
進
み
、

茅
町
駅
が
ゴ
ー
ル

で
す
。

は
住
宅
を
抜
け
田
畑
が
広
が
る
風
景
の
奥
に
、

竹
林
が
そ
び
え
る
坂
道
が
現
れ
ま
す
。「
小
六
坂

の
竹
林
」を
抜
け
、再
び
住
宅
街
を
歩
き
ま
す
。

国
道
1
6
3
号

を
渡
る
と
、明
治

14
年
に
創
建
さ

れ
た「
旧
小
田
小

学
校
本
館
」は

す
ぐ
目
の
前
。現

存
す
る
小
学
校

校
舎
で
は
県
内

最
古
で
す
。

す
う
こ
う
ど
う

ウェルサンピア伊賀は
当健保組合の契約保
養所です。被保険者・
被扶養者が宿泊した際
に１人3,000円の利
用助成を行っています。
詳しくは健保組合にお
問合せください。

お得情報！お得情報！お得情報！

伊賀上野城から伊賀市を望む

　伊賀市は四方を山に囲まれた盆地で、良質の米を
産出することで有名です。ＪＡいがほくぶ・伊賀米セン

ターでは、味・香り・粘り
の三拍子揃った安全・
安心のおいしいお米、
伊賀産コシヒカリを販
売、好評をいただいて
おります。

北泉邸

だんじり会館

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e
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　支店管内の特産品『あさま小菜』は、
伊勢市朝熊山麓に広がる畑で無農薬
で栽培、12月から3月頃に収穫します。
シャキシャキとした歯ざわりと独特の
風味が人気で、主に市内のスーパー
で販売、消費者に大変喜ばれています。

　

通
称
・八
間
道
路
と
呼
ば
れ
る
広
い
車
道
を

渡
る
と
、か
つ
て
の
商
人
の
蔵
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

現
れ
て
き
ま
す
。

細
い
路
地
の
先
、

Ｔ
字
交
差
点

を
左
折
す
る
と
、

江
戸
時
代
に

建
っ
た
蔵
が
今

も
残
る
河
崎
の

古
い
町
並
み
で

す
。古
民
家
や

蔵
を
改
装
し

た
お
店
も
多
く
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
ま
す
。

3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
ひ
と
き
わ
目
を

引
く
の
が『
伊
勢
河
崎

商
人
館
』。江
戸
の
商

家
を
代
表
す
る
建
物

は
国
の
有
形
文
化
財

指
定
。す
ぐ
隣
り
の

『
河
崎
・
川
の
駅
』を

通
り
抜
け
勢
田
川
沿
い

の
遊
歩
道
を
先
ほ

ど
と
反
対
方
向
に

歩
き
ま
す
。勢
田
川

沿
い
を
歩
き
、清
浄

坊
橋
を
渡
り
、反

対
岸
の
道
へ
。車
の

往
来
が
多
い
通
り

『
御
幸
道
路
』に
出

た
ら
左
折
で
す
。

神
宮
の
杜
と

伊
勢
商
人
の
歴
史
に
触
れ
る
道

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
全
長
／

所
要
時
間
／
約
２
時
間
30
分

（
施
設
観
覧
時
間
を
除
く
）

約千五百年の歴史を持つ外宮参拝客で賑わう伊勢市駅前。

厳かな雰囲気の神宮、かつて問屋街として発展した河崎。

江戸時代に「おかげ参り」で独自の歴史文化を

発展させてきた伊勢の町並みを散策してみましょう。

伊
勢
市
駅
〜
河
崎

河
崎
〜
御
幸
道
路

御
幸
道
路
〜
宇
治
山
田
駅

寄り道

JA

寄り道

湯
寄り道

グルメ

伊勢農業協同組合　
伊勢支店

■伊勢市楠部町乙581-1
■電話 0596-22-3377

　明治時代の二見海水温浴にヒントを得て生まれた
旭湯の『汐湯』。店主の酒徳さんが二見浦に毎朝夕出
かけ、汲んだ海水で湯を沸かしている。浴室に設置さ
れた切花が活き活きするほどに、心身共にリフレッ
シュできる湯をお試しあれ。

町屋ダイニング　
河崎２丁目食堂

　民家を改装し、
伊勢河崎の街並に
溶け込むたたずまい。
和洋中にこだわらな
い無国籍料理は、こだわりの
米油を使用。カップルや家族連れに人気が高い。

8．5
km

　

今
回
は
式
年
遷
宮
で
賑
わ
う
伊
勢
市
街

を
歩
く
コ
ー
ス
。『
伊
勢
市
駅
』の
Ｊ
Ｒ
側
の
真

正
面
に
鎮
座
す
る

『
伊
勢
神
宮
外
宮
』

の
境
内
を
目
指
し

ま
す
。豊
受
大
御

神
が
祀
ら
れ
た
外

宮
の
清
浄
な
境
内

を
散
策
し
た
ら
北

御
門
側
に
抜
け
、

県
道
22
号
を
渡
っ
て
世
古
と
呼
ば
れ
る
細
い
路

地
へ
。神
宮
の
お
札
に
用
い
る
和
紙
を
納
め
る

大
豊
和
紙
工
業
の一
角
に
あ
る『
伊
勢
和
紙
館
』

に
寄
っ
て
伊
勢
の
地
場
産

業
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

広
い
道
に
出
た
ら
右
折
。

外
宮
の
別
宮
・
月
夜
見

宮
を
回
り
込
み
、歩
道

橋
を
渡
り
ま
す
。Ｊ
Ｒ
と

近
鉄
の
踏
切
も
越
え
直

進
、宮
後
郵
便
局
を
過
ぎ
た
ら
路
地
を
右
折
。

車
が
少
な
い
住
宅
街
を
歩
き
、河
崎
へ
向
い
ま
す
。

　

伊
勢
神
宮
の
内

宮
と
外
宮
を
結
ぶ
御

幸
道
路
は
、石
灯
ろ

う
が
立
ち
並
ぶ
美
し

い
道
。ゆ
る
い
上
り
坂

を
進
み
大
鳥
居
の
手

前
の
信
号
を
右
に
入

る
と
神
宮
に
関
す
る

資
料
が
展
示
さ
れ
た

『
神
宮
徴
古
館
』。隣
接
す
る
神
宮
農
業
館
・

神
宮
美
術
館
と
と
も
に
巡
る
の
も
いい
で
し
ょ
う
。

道
を
戻
り
、大
鳥
居
の
脇
に
延
び
る
道
を
歩
き

古
市
に
進
み
ま
す
。江
戸
の
頃
に
は
芝
居
小
屋

や
旅
籠
が
軒
を
並
べ
賑
わ
っ
た
町
も
、現
在
は

静
か
な
住
宅
街
で
す
。

郵
便
局
の
あ
る
辻
を

右
折
。今
度
は
坂
を

下
り
ま
す
。勢
田
川

に
架
か
る『
小
田
橋
』

を
越
え
れ
ば
ゴ
ー
ル

の
宇
治
山
田
駅
は

す
ぐ
近
く
で
す
。

ゆ
っ
た
り
、の
ん
び
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e

●電話：
 0596-26-2239
●営業時間：
 11:30～14:00
 17:30～22:30
●月曜定休

サービスランチ
プレート 
800円

●電話：
 0596-28-2207
●営業時間：
 8:00～20:00
●毎月最終日曜休

絲印煎餅 
20包 1000円

●料金：大人380円
●営業時間：12:00～0:30
●電話：0596-25-1126

勢田川 清浄坊橋前

菓匠　

播田屋
はり   た　 や

　室町時代以降、輸入生糸に添付されて
いた銅印・絲印の文様を活かした絲印煎
餅。明治38年に天皇陛下が神宮にご参拝
されたのを記念して創作、伊勢銘菓として
現在も愛されている。

いといんせん

べい

汐湯・
おかげ風呂舘　
旭湯

伊
勢
市・外
宮
〜
河
崎

河崎の町並み

伊勢和紙館

豊受大神宮

御幸道路神宮徴古館

小田橋

川の駅

伊勢河崎商人館

勢田川沿いの遊歩道

近鉄宇治
山田駅

JR伊勢市駅

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e

19 18
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ゆったり、のんびりゆったり、のんびり 歴史街道ウォーキングＭｉｅ歴史街道ウォーキングＭｉｅゆったり、のんびり 歴史街道ウォーキングＭｉｅ

伊
勢
街
道

お
か
げ
参
り
で
賑
わ
っ
た
道

高
田
本
山
駅 

〜 

江
戸
橋

津市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
全
長
／

所
要
時
間
／
約
1
時
間
45
分
（
施
設
観
覧
時
間
を
除
く
）

5．5
km

別名・参宮街道の「伊勢街道」は、

四日市で東海道と分かれ鈴鹿、津、松阪を通り

伊勢神宮へ至る約76kmの街道です。

今回はその中でも、歴史を感じさせる町並と

近代的な町並が同居する県都・津の街道を

ゆったり歩いてみましょう。

　

今
回
の
ス
タ
ー
ト
は
、近
鉄「
高
田
本
山
駅
」か
ら
で
す
。西
へ

向
か
え
ば
境
内
が
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
高
田
本
山

専
修
寺
へ
。コ
ー
ス
は
反
対
方
向
の
東

へ
歩
き
、国
道
23
号
を
目
指
し
ま
す
。

国
道
を
横
断
し
南
へ
向
か
い
、

1
0
0
m
ほ
ど
先
の
コ
ン
ビ
ニ
前
の
三

差
路
を
斜
め
左
に
。栗
真
町
屋
町

は
、か
つ
て
の
街
道
を
偲
ば
せ
る
蔵
の

あ
る
屋
敷
が
点
在
し
ま
す
。Ｙ
字
の

三
差
路
に
建
つ
常
夜
燈
と
道
標
は
、

巡
礼
道
と
の
追
分
。目
印
の
松

を
通
り
過
ぎ
進
み
ま
す
。静
か

な
街
道
を
進
み
、三
重
大
学
正

門
付
近
か
ら
賑
や
か
な
国
道
23

号
に
合
流
。大
き
な
歩
道
橋
を

渡
る
と
志
登
茂
川
に
か
か
る

「
江
戸
橋
」。こ
の
橋
は
津
藩
主
が
参
勤
交
代
で
江
戸
へ
行
く
時

に
、こ
こ
ま
で
見
送
っ
た
こ
と
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
も
の
。時
代
が
過
ぎ

て
も
風
情
を
残
す
橋
で
、映
画
ロ
ケ

に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

常
夜
燈 

〜
四
天
王
寺

　

橋
を
渡
る
と
伊
勢
街
道
と
伊

勢
別
街
道
の
合
流
点
に
市
指
定

の「
常
夜
燈
」が
。常
夜
燈
は
街
道

を
通
る
人
々
の
安
全
の
た
め
に
一

晩
中
明
か
り
を
灯
し
て
お
く
も
の

で
し
た
。こ
こ
を
左
折
し
、上
浜

町
の
街
道
を
進
み
ま
す
。津
駅
周

辺
の
区
画
整
理
も
あ
っ
て
、町
屋
の

名
残
を
残
す
建
物
は
年
々
減
り
続
け
て
い
ま
す
。津
駅
を
右
手

に
眺
め
、商
店
が
連
な
る
街
道
を
進
み
ま
す
。商
業
エ
リ
ア
か
ら

官
公
庁
エ
リ
ア
に
入
り
県
庁
の
近

く
を
さ
ら
に
南
に
進
む
と
、聖

徳
太
子
ゆ
か
り
の「
四
天
王
寺
」

の
山
門
が
右
手
に
見
え
ま
す
。

平
安
期
の
重
要
文
化
財
・
薬
師

如
来
坐
像
が
あ
り
、江
戸
時
代

か
ら
街
道
沿
い
の
名
刹
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。

塔
世
橋 

〜 

観
音
寺

　

街
道
は
津
市
内
を

横
断
す
る
安
濃
川
を

渡
る「
塔
世
橋
」へ
。

安
濃
川
は
か
つ
て
塔

世
川
と
呼
ば
れ
、江

戸
時
代
は
軍
事
目
的

で
橋
は
か
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。幕
末
ま
で
は
土
橋
で
、

河
原
へ
下
り
て
渡
っ
た
そ
う
で
す
。橋
の
欄
干
に
は
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の「
唐
人
踊
り
」の
レ
リ
ー
フ
も
。街
道
は
国
道

と
再
び
合
流
し
、現
在
は
６
車
線
の
大
き
な
車
道
に
な
っ
て
い
ま

す
。緩
や
か
な
下
り
坂
を
進
み
、

歩
道
橋
の
す
ぐ
下
を
左
折
。

街
道
は
住
宅
街
に
入
り
ま
す
。

国
道
と
並
行
し
、大
門
立
町
の

ア
ー
ケ
ー
ド
が
見
え
た
ら
左
折
。

立
町
の
名
は
、観
音
寺
門
前
の

町
筋
と
直
交
し
た
町
筋
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
0
ｍ
ほ
ど
商
店
街
を
進

む
と
道
標
が
あ
り
、右
折
す

れ
ば
伊
勢
街
道
に
続
き
、左

折
す
る
と
今
回
の
ゴ
ー
ル
の

「
観
音
寺
」へ
。日
本
三
大
観

音
の
ひ
と
つ
で
、今
年
は
開

創
1
3
0
0
年
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

寄り道グルメ
うなぎ料理 はし家Ｔ２の菓子工房 北丸の内店

　津といえばうなぎ。その中
でも津を代表する「はし家」
のうなぎは、備長炭で焼かれ
た関西風の仕上げでファン
も多い。伝統のタレと香ばし
さをお試しあれ。

　蜂蜜にじっくりと漬け込まれたりんごに、まろ
やかなミルクチョコレートをかけて作られている
『T2のアップルチョコレート』。シナモン味とコー
ヒー味が楽しめ、ギフトにも喜ばれるお菓子です。

●電話：059-228-4925
●営業時間：11:00～20:30（14:30～16:30は準備中）
●月曜休

●電話：059-226-1771
●営業時間：9:00～19:00
●不定休

特上うなぎ丼1,575円

りんごのチョコレート
1,050円

地図:ⓑ地図:ⓐ

栗真町屋町

江戸橋

上浜町

四天王寺

塔世橋

観音寺

栗真町屋町

と
う  

せ

だ
い 

も
ん 

た
て 

ま
ち

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

歴
史
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e
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ゆったり、のんびりゆったり、のんびり 歴史街道ウォーキングＭｉｅ歴史街道ウォーキングＭｉｅゆったり、のんびり 歴史街道ウォーキングＭｉｅ

熊
野
街
道

世
界
遺
産
の

熊
野
古
道
を
歩
く

大
泊
駅
〜
松
本
峠
〜
笛
吹
橋

熊野市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
全
長
／

所
要
時
間
／
約
2
時
間
45
分（
施
設
観
覧
時
間
を
除
く
）

7.0
km

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
熊
野
古
道
は

「
熊
野
街
道
」と
も
呼
ば
れ
、三
重
・
和
歌
山
・
奈
良
の

三
県
に
ま
た
が
る
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、雄
大
な
七
里
御
浜
を
望
め
る

松
本
峠
越
え
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
ス
タ
ー
ト
は
Ｊ
Ｒ
紀
勢
線「
大
泊
駅
」か
ら
。小
高
い
丘

に
あ
る
駅
舎
か
ら
道
沿
い
に
下
り
、国
道
３
１
１
号
に
出
た
ら
右

折
。河
口
に
架
か
る
橋
を
渡
り
、国
道
42
号
に
出
た
ら
横
断
歩

道
を
渡
っ
て
山
側
の
歩
道
を

歩
き
ま
す
。大
泊
海
水
浴

場
を
左
手
に
見
下
ろ
し
な

が
ら
進
む
と
、松
本
峠
の
登

山
口
が
出
て
き
ま
す
。整
備

さ
れ
た
石
畳
を
上
っ
て
い
く
と
、時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
、少

し
ず
つ
苔
む
し
た
古
い
石
畳
の
階
段
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。20

分
ほ
ど
上
る
と
お
地
蔵
さ
ん
が

祀
ら
れ
た
峠
に
。こ
こ
か
ら
南

に
鬼
ヶ
城
へ
向
か
う
コ
ー
ス
が
あ
り
、

４
０
０ｍ
ほ
ど
先
の
東
屋
か
ら
は
、

美
し
い
七
里
御
浜
と
熊
野
灘
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。潮
風

と
雄
大
な
大
自
然
を
満
喫
し

た
ら
峠
ま
で
も
ど
り
、反
対
側

の
木
本
方
面
へ
。静
か
な
竹
林
の

な
か
の
石
畳
を
歩
く
と
神
聖
な
気
持
ち
に
。そ
の
ま
ま
曲
が
り

く
ね
っ
た
道
を
下
り
、笛
吹
橋
の
登
山
口
に
下
り
ま
す
。

熊
野
市
街 

〜 

花
の
窟
神
社

　

こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
は

国
道
と
並
行
す
る
県
道
２

０
４
号
を
歩
き
ま
す
。市

街
地
を
過
ぎ「
熊
野
市
駅

口
」の
交
差
点
に
出
た
ら

再
び
国
道
42
号
へ
。
す
ぐ

目
の
前
に
浜
の
堤
防
が
続

き
、波
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。

４
０
０ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
ら
堤
防
か
ら
七
里
御
浜
へ

下
り
、し
ば
ら
く
丸
い
石
の
浜
を
歩
き
ま
し
ょ

う
。こ
の
あ
た

り
は
別
名「
浜

街
道
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。か

つ
て
は
峠
越
え
を
し
て
き
た
旅

人
た
ち
の
心
を
癒
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。獅
子
が
ほ
え
る
姿
に
見

え
る「
獅
子
岩
」の
前
を
過
ぎ
、

国
道
の
ル
ー
ト
へ
。浜
を
そ
の
ま
ま
進
ん
で
、花
の
窟
神
社
付
近
か

ら
コ
ー
ス
に
戻
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。高
さ
45ｍ
の
岩
そ
の
も
の
が

御
神
体
で
、日
本

最
古
の
神
社
と

言
わ
れ
る
花
の
窟

神
社
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
安
全
を
祈
願

し
て
。

歴
史
民
俗
資
料
館 

〜 

有
井
駅

　

神
社
前
の
道
を
右

手
に
入
り
、Ｌ
字
に
曲

が
っ
た
道
を
歩
き
住

宅
街
を
進
み
ま
す
。

５
０
０ｍ
ほ
ど
行
く
と

蔵
の
外
観
を
模
し
た

「
熊
野
市
歴
史
民
俗

資
料
館
」が
。こ
こ
は

古
代
遺
跡
の
出
土
品

や
農
山
漁
村
に
関
す

る
民
俗
資
料
が
収
め
ら
れ
て

お
り
、無
料
で
見
学
で
き
ま
す
。

資
料
館
前
の
信
号
を
渡
り
、次

の
角
を
右
折
。１
５
０
ｍ
ほ
ど

直
進
す
る
と
今
回
の
終
点
、

Ｊ
Ｒ「
有
井
駅
」に
到
着
で
す
。

寄り道グルメ

割烹 

やまぐち
菓子匠 

うぶた堂

　地元食材を使った料理や郷土料理がおいしい。
熊野特産の高菜の漬物を使った『めはり寿司』は程
よい塩加減で、ウォーキングの後に、ぜひいただきたい。

　国内産小麦粉や和三盆糖、バニラビーン
ズなど、吟味された材料で作られた『子俵』は、
口の中でふんわり溶ける舌触りと上品な甘み
がたまらない一口サイズのカステラです。

めはり定食 1,000円
子俵　１袋315円

獅子岩

花の窟神社

東屋から望む七里御浜

い
わ
や

あ
り  

い

こだわら

お
お
ど
ま
り

●電話/0597-89-5256
●営業時間 / 11:30～13:30、 16:30～21:00
●日曜休

●電話/0597-89-3168
●営業時間/8:30～19:00
●第３水曜休

松本峠の道標松本峠の道標

松本峠のお地蔵さん。やさしいまなざしで道行く人を見守っている。松本峠のお地蔵さん。やさしいまなざしで道行く人を見守っている。

歴史民俗資料館

※めはりは熊野地方の郷土
料理。目を見張るほど大き
くて美味しいことからこの
名がついた。

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

歴
史
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e
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ゆったり、のんびりゆったり、のんびり 歴史街道ウォーキングＭｉｅ歴史街道ウォーキングＭｉｅゆったり、のんびり 歴史街道ウォーキングＭｉｅ

江
戸
時
代
に

大
和
と
伊
勢
を

結
ん
だ
道

相
可
駅 

〜 

千
鳥
橋

ウォーキングコース全長／8.8km

所要時間／約3時間（施設観覧時間を除く）

松阪商人発祥の地・射和から、
櫛田川をはさんで続く「伊勢本街道」は
街道遺産が残された歴史あるコースです。
今回は、江戸時代に多数の参拝客が往来した
街道を歩いてみましょう。

　
ス
タ
ー
ト
は
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線「
相
可
駅
」か
ら
。駅
前
か
ら
西
に
向

か
い
旧
42
号
を
右
折
。櫛
田
川
に
か
か
る
両
郡
橋
を
渡
る
と
射
和
地

区
に
入
り
、東
側
に
は
黒
い
塀
が
続
く
、か
つ
て
の
豪
商
の
屋
敷
が
点

在
し
ま
す
。伊
勢
本
街
道
を
歩
く
前
に
射
和
地
区
を
ぐ
る
り
と
散

策
し
て
、再
び
両
郡
橋
を
渡
っ
た
ら
右
折
。こ
こ
か
ら
県
道
4
2
1

号
、か
つ
て
の
伊
勢
本
街
道
に

入
り
ま
す
。
1
0
0
ｍ
ほ
ど

進
む
と「
伊
勢
本
街
道　

す

ぐ
な
ら
は
せ
道　

右
く
ま
の

み
ち
」
と
刻
ま
れ
た
道
標
が

立
つ「
札
の
辻
」が
あ
り
、熊
野
街
道
と
の
辻
で
あ
っ
た
こ
と
が
偲
ば

れ
ま
す
。
す
ぐ
先
の
相
可
高
校
の
前
、千
鳥
橋
の
そ
ば
の
椋
の
大
樹

の
も
と
に
立
つ
の
は「
西
行
歌
碑
」。

平
安
時
代
に
西
行
法
師
が
伊
勢

参
り
の
途
中
、こ
の
地
で
詠
ん
だ

歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
常
夜
灯 

〜 

イ
ボ
地
蔵

　

西
に
向
か
い
街
道
沿
い
の
住
宅
街
を
進
む
と
、田
畑
が
広
が
る
景
色

に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。四
疋
田
に
は
高
さ
５．５ｍ
の
大
常
夜
灯
が
あ
り
、こ

の
街
道
で
は
最
大
級
の
高
さ
で
す
。さ

ら
に
田
園
風
景
の
な
か
を
進
む
と「
歯

や
め
地
蔵
」が
鎮
座
す
る
小
さ
な
祠
が
。

昔
か
ら
歯
痛
を
治
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。3
0
0ｍ
ほ
ど
進
み
小
さ
な
辻
を

左
折
し
、畑
の
な
か
に
続
く
細
い
道
を

進
む
と
、一
本
松
を
背
に
佇
む「
イ
ボ
地

蔵
」が
。イ
ボ
落
と
し
に
ご
利
益
が
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。道
な

り
に
進
み
、井
内
林
バス
停
の

横
か
ら
県
道
に
戻
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
少
し
ず
つ
住

宅
も
少
な
く
な
り
、右
側
に

流
れ
る
櫛
田
川
と
並
行
し
て

歩
き
ま
す
。

仏
足
石
碑 

〜 

下
茅
原
停

　

櫛
田
川
の
美
し
い
流
れ
を

望
み
な
が
ら
さ
ら
に
西
に
進

み
ま
す
。１
㎞
ほ
ど
進
む
と
左

側
に「
仏
足
石
碑
」が
。そ
の
昔

街
道
を
歩
く
旅
人
ら
が
足
神

に
わ
ら
じ
を
奉
納
し
、旅
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。ゆ
る
い
上
り

坂
を
進
み
風
景
が
開
け
て
き
た
あ
た
り
で
、伊
勢
自
動
車
道
を
く

ぐ
り
、県
道
か
ら
右
に
そ
れ
る
道
を
進
み
ま
す
。田
舎
の
景
色
を

堪
能
し
て
歩
く
と
街
道
は
再
び
集

落
の
な
か
へ
。津
留
地
区
に
入
り
、な

だ
ら
か
な
下
り
坂
の
手
前
で
再
び

県
道
と
合
流
。橋
の
ふ
も
と
に「
津

留
の
渡
し
跡
」が
あ
り
、今
も
川
の

水
位
を
測
る

「
は
か
り
岩
」

が
残
っ
て
い
ま

す
。
櫛
田
川

を
渡
れ
ば
松

阪
市
に
入
り

ま
す
。緩
い
カ
ー
ブ
を
右
に
曲
が
る
と

今
回
の
ゴ
ー
ル「
下
茅
原
」バ
ス
停
に

到
着
で
す
。

寄
り
道
グ
ル
メ

手づくりソーセージハウス 

やまちゃんち 長新

　天然塩で豚肉の旨みを出したソーセージは
販売もされているので、お土産にも最適。人気
のソーセージランチはボリューム満点で、ソー
セージを楽しく焼きながらいただける。

　地元産の米と沖縄県産の黒砂糖を使用。蒸しまんじゅうに
のせられた米粒をまつかさに見立てたまんじゅうを江戸時代か
ら作り続けている老舗です。素朴な風味がたまりません。

ソーセージランチ
980円

まつかさ餅　
１個100円

はかり岩

イボ地蔵

歯やめ地蔵

仏足石碑

札の辻

大常夜灯

西行歌碑

●電話／0598-38-3438
●営業時間／10:00～22:00（ランチタイム11:00～14:00）
●月曜休

●電話／0598-38-2018
●営業時間／8:30～（売り切れ次第）
●不定休

櫛田川

射
和

伊
勢
本
街
道

〜

い
ざ

わ

松阪市
多気町

お
う 

か

む
く

り
ょ
う
ぐ
ん

し
も  

ち  

は
ら

つ　

る

ぶ
っ 

そ
く

し  

ひ
き 

だ

い
の
う
ち
ば
や
し

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

歴
史
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e

25 24



ゆったり、のんびりゆったり、のんびり 歴史街道ウォーキングＭｉｅ歴史街道ウォーキングＭｉｅゆったり、のんびり 歴史街道ウォーキングＭｉｅ

江
戸
時
代
の
宿
場
跡
を

訪
ね
歩
く
道

Ｊ
Ｒ
関
駅 

〜 

福
蔵
寺

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
全
長
／
8.3
㎞

所
要
時
間
／
約
２
時
間
30
分（
施
設
観
覧
時
間
を
除
く
）

か
つ
て
の
東
海
道
47
番
目
の
宿
場「
関
宿
」
は

1.8
㎞
に
わ
た
り
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
町
。

鈴
鹿
峠
の
麓
に
位
置
す
る
48
番
目
の「
坂
下
宿
」
ま
で

江
戸
時
代
の
名
残
を
楽
し
め
ま
す
。

今
回
は
、昔
の
旅
人
に
な
っ
た
気
分
で
街
道
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

Ｊ
Ｒ
関
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
、

国
道
１
号
を
渡
っ
た
ら
右
折
。

東
に
向
か
い
次
の
信
号
を
左
折
、

坂
の
上
に
建
つ
大
き
な
鳥
居
が

伊
勢
別
街
道
と
の
分
岐
点「
東

の
追
分
」の
目
印
で
す
。左
折

す
る
と
、砂
色
に
舗
装
さ
れ
た

道
が
続
く
旧
東
海
道
へ
。古
い

歴
史
的
な
町
並
み
が
再
現
さ
れ
た

関
宿
へ
入
り
ま
す
。宿
役
人
が
大
名

行
列
を
出
迎
え
た「
御
馳
走
場
跡
」、

宿
場
時
代
の
資
料
や
展
示
物
が
揃

う「
関
ま
ち
な
み
資
料
館
」、旅
籠

で
使
わ
れ
て
い
た
道
具
や
美
術
品
を

展
示
す
る「
旅
籠
玉
屋
」
と
民
家
の

合
間
に
指
定
文
化
財
や
観
光

施
設
が
並
び
ま
す
。街
道
沿
い

に
あ
る
郵
便
局
も
土
蔵
造
り

風
で
、街
並
が
整
然
と
し
て
美

し
い
景
観
で
す
。福
蔵
寺
は
織

田
信
長
の
三
男
・
信
孝
の
菩
提

寺
で
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
蔵
院 

〜 

一
里
塚
跡

　

関
の
中
心
的
寺
院
、一
休
さ
ん
に

も
ゆ
か
り
の
あ
る「
地
蔵

院
」
を
過
ぎ
、関

宿
の
街
道
を
西

に
進
む
と
大

和
街
道
と
の

分
岐
点「
西
の

追
分
」で
す
。こ

こ
か
ら
少
し
国
道

１
号
に
沿
っ
て
右
側
の
歩
道
を
歩
き

ま
す
。１
㎞
ほ
ど
進
み
市
ノ
瀬
で
旧

道
に
入
り
、

常
夜
燈
を

右
手
に
道

は
続
き
ま

す
。国
道
と

合
流
し
た

り
離
れ
た

り
し
な
が
ら
、徐
々
に
上
り
坂
が
き
つ

く
な
っ
て
き
た
あ
た
り
、道
路
の
反
対

側
に一里
塚
跡
が
見
え
た
ら
、す
ぐ
先

の
東
海
道
の
看
板
の
辻
を
右
折
。こ

こ
か
ら「
坂
下

宿
」に
向
か

い
ま
す
。

沓
掛
地
区 

〜 

伊
勢
坂
下
停

　

自
動
車
の
往
来
が
激
し
か
っ
た
国
道

か
ら
そ
れ
、静
か
な
旧
道
を
川
に
沿
っ

て
進
み
ま
す
。道
沿
い
に
立
ち
並
ぶ
古

い
民
家
か
ら
街
道
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
1.5
㎞
ほ
ど
歩
く
と
木
造
校

舎
を
利
用
し
た「
鈴
鹿
峠
自
然
の
家
」

と
、ド
ー
ム
型
の「
鈴
鹿
馬
子
唄
会
館
」

の
間
の
道
に
東
海
道
の
宿
場
を
刻
ん
だ柱

が
並
び
ま
す
。鈴
鹿
峠
が
近

い
こ
と
を
実
感
し
、8
0
0
m

ほ
ど
進
む
と
集
落
が
現
れ「
坂

下
宿
」に
入
り
ま
す
。か
つ
て
の

本
陣
跡
は
畑
や
茶
畑
に
な
り
、

今
は
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。本
陣
松
屋

の
玄
関
を
移
築
し
た「
法
安
寺
」の
庫

裡
の
玄
関
や
、家
康
や
家
光
が
小
休
止

し
た「
金
蔵
院
の
石
垣
」
だ
け
が
往
時

を
偲
ば
せ
ま
す
。坂
下
宿
の
は
ず
れ

「
岩
屋
観
音
」は
旅
人
の
道
中
の
安
全

を
祈
り
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、堂
の
横

に
あ
る
滝
と
あ
わ
せ
て
清
滝
観
音
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。コ
ー
ス
は
こ
こ
で
Ｕ

タ
ー
ン
し
、坂
下
集
落
に

あ
る「
伊
勢
坂
下
」バ
ス

停
で
ゴ
ー
ル
で
す
。

寄
り
道
グ
ル
メ

蕎麦・天麩羅処　萌へ井

　寛永年間から続き、御所御
用達の歴史を持つ老舗。銘菓
「関の戸」は、赤小豆のこしあん
を求肥で包み、和三盆をまぶし
た味わい深い餅菓子です。

　敷地内に湧く井戸水を使い、
店に出す分を毎朝手打される
十割蕎麦が人気。蔵のある古
民家を改装した店内も趣きがあ
り、落ち着いた気分で食事した
い方におすすめです。

▲ 関の戸  １箱15個入り 850円

東の追分旅籠玉屋

地蔵院

鈴鹿馬子唄会館法安寺

岩屋観音

常夜燈

西の追分

関まちなみ資料館

福蔵寺

●電話／0595-96-3233
●営業時間／11:30～14:00、
 17:00～21:00
 （蕎麦がなくなり
   次第閉店）
●火曜休（祝日の場合は営業）

●電話／0595-96-0008
●営業時間／9:00～18:00頃
 （売り切れ次第終了）
●木曜定休

関
宿

坂
下
宿

〜

せ
き

さ
か

し
た

じ
ゅ
く

じ
ゅ
く

亀
山
市

Ｂランチ 1,890円 ▶

む　  つ　だい  じょうふ　かわ　やも　へ　い

東
海
道 

深川屋 陸奥大掾

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

歴
史
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e
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芸
濃
Ｉ
Ｃ
近
く
の
バス
停
・
豊
久
野
を
ス
タ
ー
ト

し
、県
道
10
号
を
西
に
向
か
い
ま
す
。5
0
0ｍ
ほ

ど
で
Ｙ
字
に
出
た
ら
左
へ
。本
線
を
外
れ
静
か
な

住
宅
街
を
歩
き
ま
す
。「
上
の
仁
王
経
碑
」が
見

え
た
ら
、
そ
の
先
の「
延
命
地
蔵
堂
」へ
。

1
7
1
5
年
建
立
で
石
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
進
む
と
道
が
か
ぎ
型
に
折
れ
、そ
の
角

に
立
つ「
角
屋
旅
館
」は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
老

舗
。ひ
な
び
た
風
情
を
楽
し
み
進
む
と
Ｔ
字
路

に
。こ
の
角
に
建
つ「
道
標
」は『
左
さ
ん
く
う
道
』

と
彫
ら
れ
た
江
戸
後
期
の
も
の
。木
製
標
柱
は
、

明
治
時
代
に
こ
の
地
に
建
て
ら
れ
、現
在
の
標
柱

は
二
代
目
で
す
。

　

街
道
か
ら
そ
れ
、坂
道
を
下
り
天
然
記
念
物

の「
大
椋
」（
表
紙
写
真
）を
眺
め
ま
す
。樹
高
18

ｍ
、周
囲
８ｍ
で
樹
齢
は
1
5
0
0
年
以
上
と
伝

わ
り
ま
す
。周
囲
は
開
け
た
田
園
風
景
で
素
晴
ら

し
い
景
観
で
す
。巨
木
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、街
道
に
戻

り
住
宅
街
を
進
む
と
、右
手
に「
東
日
寺
」。室
町

時
代
の
涅
槃
像
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
進
む
と
大

き
な
堤
防
が
続
く
道
に
変
わ
り
ま
す
。昭
和
９
年

建
立
の
駒
越
翁
彰
功
碑
と「
下
の
仁
王
経
碑
」を

左
手
に
横
山
池
堤
を
回
り
込
み
、北
に
向
か
い
ま

す
。再
び
県
道
10
号
に
出
た
ら
渡
り
、楠
原
宿
へ
。

交
差
点
に
建
つ「
石
燈
ろ
う
」は
道
標
と
常
夜
燈

を
兼
ね
た
も
の
。こ
こ
か
ら
先
は
蔵
や
板
塀
が
残

る
屋
敷
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。ゆ
る
い
上
り
坂

を
進
む
と
、小
さ
な
交
差
点
の
角
に「
芸
濃
町
資

料
館
」が
。今
は
新
し
い
資
料
館
に
機
能
を
移
し
、

静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

　

県
道
10
号
沿
い
に
山
道
を
少
し
歩
き
ま
す
。

一
度
10
号
に
出
て
川
を
渡
っ
た
ら
左
折
。楠
原
の

集
落
に
入
り
ま
す
。狭
い
道
で
す
が
両
側
に
は
古

い
家
並
み
が
続
き
、街
道
の
面
影
を
感
じ
ま
す
。

集
落
を
抜
け
、再
び

10
号
を
進
み
ま
す
。「
庚
申

塚
」と
地
蔵
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。関
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
の
横
を
進
み
、高
架
下
の
道
を
車
道
か
ら
そ

れ
て
下
り
ま
す
。曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
進
む
と

坂
の
下
に「
鈴
鹿
駅
家
跡
」が
。か
つ
て
の
旅
人
は

こ
こ
で
休
憩
を
と
っ
た
の
だ
と
か
。こ
こ
か
ら
は
10

号
と
合
流
し
、国
道
１
号
を
目
指
し
ま
す
。鈴
鹿

川
を
渡
り
国
道
１
号
に
出
て
左
折
す
れ
ば
、

「
Ｊ
Ｒ
関
駅
」で
ゴ
ー
ル
で
す
。

東
海
道
と
伊
勢
を
つ
な
ぐ

古
い
歴
史
と
自
然
を
訪
ね
歩
く
道

楠
原
宿 　

 

Ｊ
Ｒ
関
駅

大
椋 　

 

芸
濃
町
資
料
館

豊
久
野
停 　

 

街
道
道
標

伊
勢
別
街
道 

【 

椋
本 　

 

楠
原
宿
周
辺 

】

か
つ
て
、い
せ
み
ち
・
参
宮
道
・
山
田
道
な
ど
と
呼
ば
れ
た
伊
勢
別
街
道
は

い
く
つ
か
の
宿
場
町
を
持
ち
、江
戸
時
代
に
は
京
都
周
辺
か
ら
の
参
宮
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

椋
本
か
ら
楠
原
の
集
落
に
は
昔
の
旅
宿
や
問
屋
の
面
影
を
残
す
建
物
が
あ
っ
た
り
、目
を
見
張
る
巨
木
に
出
会
っ
た
り
…
。

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る
街
道
で
す
。

●電話／059-265-2141
●営業時間／9:00～20:00
●火曜定休

▲お菓子豆腐
　（梅・ごま）　
　各158円

素材を吟味し、味わい深い和菓子で人気。
お菓子豆腐は国産の大豆からとれた豆乳、
こだわりの卵、国産はちみつを使用。とろけ
る舌触りを実感してみては。 イタリア語で職人を

表す店名を持つだけ
あって、味と技にこだ
わった洋菓子店。な
かでもフランス産の
高級マロンクリームを
使用したモンブラン
は絶品です。

栄昇軒

モンブランとミスタ　各390円▶

●電話／059-265-2360
●営業時間／10:00～19:30
 （日祝は18:30）
●木曜定休

洋菓子工房

東日寺東日寺

仁王経碑

延命地蔵堂

角屋旅館

楠原に向かう街道に残る蔵や古い家並

静かな街道沿いに
住宅が立ち並ぶ
楠原の町並

鈴鹿駅家跡

大椋周辺の景色

街道の名残を残す石灯ろう

芸濃町資料館

庚申塚

ウォーキングコース全長／8.9km
所要時間／約２時間45分
（施設観覧時間を除く）

津市・亀山市

東日寺

「ひだりさんぐう道」と彫られた自然石の道標「ひだりさんぐう道」と彫られた自然石の道標

アルティジャーノ

む
く
も
と

く
す
わ
ら

と
よ　

く　

の

お
お 

む
く

か
み

か
ど  

や

と
う
に
ち  

じ

ね  

は
ん

え
き  

か  

あ
と

こ
ま  

ご 

お
う
し
ょ
う
こ
う 

ひ

し
も

に  

お
う 

き
ょ
う
ひ

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　
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伊
勢
方
面
か
ら
志
摩
路
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
す

ぐ
近
く
の
バ
ス
停・天
の
岩
戸
口
停
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。伊
勢
道
路
の
脇
道
に
入
り
神
路
ダ
ム
の

上
流
沿
い
の
小
道
を
進
む
と
、少
し
ず
つ
山
深
く

な
り
、渓
流
が
細
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に「
天
の
岩

戸
」が
あ
り
ま
す
。天
照
大
神
が
隠
れ
た
伝
説
に

ち
な
ん
だ
洞
穴
か
ら
は
清
水
が
流
れ
出
し
、日
本

名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

の
ど
を
潤
し
た
ら
、も
と
の
コ
ー
ス
に
も
ど
り
伊

勢
道
路
へ
出
ま
す
。こ
の
道
は
自
動
車
の
往
来
が

激
し
い
の
で
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
十
分
注
意
を

払
っ
て
く
だ
さ
い
。清
ら
か
な
水
を
満
々
と
た
た
え

る
神
路
ダ
ム
湖
を
右
手
に
眺
め
な
が
ら
歩
い
て
い

く
と
、湖
の
対
岸
に
獅
子
が
横
た
わ
っ
た
よ
う
に
見

え
る「
獅
子
岩
」が
見
え
て
き
ま
す
。

　

か
つ
て
の
磯
部
道
は
ダ
ム
湖
の
中
に
沈
ん
で
い
る

の
で
、並
走
す
る
伊
勢
道
路
を
進
み
ま
す
。道
路

は
ゆ
っ
く
り
と
下
り
な
が
ら
続
く
坂
道
で
、道
沿

い
に
は
小
さ
な
集
落
と
里
山
が
点
在
す
る
の
ど
か

な
風
景
で
す
。坂
の
途
中
、左
手
に
は
石
垣
が
組

ま
れ
た
田
が
見
え
、緑
の
美
し
い
景
観
を
楽
し
め

ま
す
。徐
々
に
住
宅
が
増
え
、道
路
が
平
坦
に
な
っ

て
く
る
あ
た
り
、「
お
う
む
岩
」の
看
板
が
見
え
る

三
差
路
を
左
折
。昔
か
ら
あ
る
細
い
生
活
道
路
の

坂
道
を
少
し
上
る
と
、そ
の
先
に「
池
渓
寺
」。寺

と
道
を
挟
ん
で
水
生
植
物
が
茂
る
美
し
い
池
が
あ

り
ま
す
。こ
の
辺
り
は
高
台
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

振
り
返
る
と
恵
利
原
の
田
園
風
景
が
広
が
り
ま

す
。少
し
戻
り
、伊
勢
道
路
の
手
前
を
走
る
道
を

進
む
と
、印
象
的
な
石
垣
が
組
ま
れ
た
路
地
や
黒

い
蔵
が
独
特
の
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
ま
す
。静

か
な
住
宅
街
を
歩
き
、大
き
な
道
に
出
た
ら
左
折

し
、ゆ
る
や
か
に
上
り
ま
す
。

伊
勢
の
国
と
志
摩
の
国
を
つ
な
ぐ

神
代
の
伝
説
が
伝
わ
る
神
秘
の
道

磯
部
道 

【 

恵
利
原 　

 

上
之
郷
周
辺 

】

か
つ
て
伊
勢
神
宮
を
参
拝
し
た
の
ち
、伊
雑
宮
へ
参
る
人
々
が
歩
い
た
磯
部
道
。

志
摩
の
人
々
が
生
活
道
路
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、昭
和
40
年
に
バ
ス
が
通
る
伊
勢
道
路
と
し
て
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
志
摩
路
ト
ン
ネ
ル
か
ら
南
の
磯
部
町
を
中
心
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

涼
や
か
な
水
辺
の
コ
ー
ス
が
夏
に
最
適
で
す
。

●電話／0599-55-1047
●営業時間／7:00～19:00
●火曜・第２水曜定休

▲刺身定食850円

▼ミックスフライ定食
　850円

店名が示す通り、ごはんもおか
ずもボリューム満点のメニュー
がずらりと並びます。魚は地元
で採れるものを使っているので
新鮮でおいしい。

まぐろのかぶと煮で知られ、レストラ
ンを併設した広い店内には、お値
打ちな海鮮物がズラリと並びます。
地元産のあわびを使ったあわび
せんべいはお土産に最適。

板橋

▲あわびせんべい
　945円

●電話／0599-55-4000
●営業時間／8:00～17:00
●無休

お魚直売・お食事処まんぷく食堂

神路ダム湖

天の岩戸

獅子岩

天の岩戸から流れる渓流

石垣が組まれた田

伊雑宮

池渓寺近くの美しい池

恵利原の町並み

恵利原の町並み恵利原の町並み恵利原の町並み

磯部ふれあい公園

ウォーキングコース全長／9.1km
所要時間／約２時間50分
（施設観覧時間を除く）

志摩市磯部町

天
の
岩
戸
口
停 　

 

神
路
ダ
ム

末広水産
恵
利
原
の
町
並
み 　

 

池
渓
寺

ち  

け
い  

じ

え  

り  

は
ら

か
み  

の  

ご
う

い
ざ
わ
の
み
や

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

　

坂
を
上
り
き
る
と
広
い
敷
地
を
も
つ「
磯
部
ふ

れ
あ
い
公
園
」が
見
え
ま
す
。公
園
を
回
り
込
む

よ
う
に
進
み
、森
を
抜
け
住
宅
街
の
な
か
を
進
め

ば「
伊
雑
宮
」が
現
れ
ま
す
。祭
神
は
天
照
坐
皇

大
御
神
御
魂
で
、内
宮
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
天

照
大
神
を
祀
る
こ
と
か
ら
、天
照
大
神
の
遙
宮
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
無
事
に
感
謝

し
、お
祈
り
し
た
ら
終
点
の「
近
鉄
上
之
郷
駅
」

ま
で
は
も
う
す
ぐ
で
す
。

磯
部
ふ
れ
あ
い
公
園 　

 

上
之
郷
駅

い
ざ
わ
の
み
や

お
お
み
か
み
の
み
た
ま

あ
ま
て
ら
し
ま
す
す
め

と
お
の
み
や

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　
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映
画
の
ロ
ケ
に
も
使
用
さ
れ
た
趣
の
あ
る「
田

丸
駅
」か
ら
ス
タ
ー
ト
。駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は

街
道
が
交
わ
る
田
丸
に
ち
な
ん
で
、昔
の
旅
人
の

像
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ま
ま
進
み
、カ
ギ

型
に
曲
が
っ
て
銀
行
を
右
に
見
な
が
ら
進
む
と
、

熊
野
街
道
、別
名
紀
州
街
道
と
参
宮
道
の
分
岐

碑
が
。さ
ら
に
直
進
し
、外
堀
に
か
か
る
大
手
門
橋

を
渡
る
と「
田
丸
城
址
」の
石
垣
が
見
え
て
き
ま

す
。左
手
は
役
場
、右
手
は
朝
日
新
聞
の
創
始
者

「
村
山
龍
平
記
念
館
」が
静
か
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

城
址
へ
進
む
に
は
右
回
り
に
坂
道
を
上
り
、中
学

校
を
目
指
し
ま
す
。学
校
正
門
横
か
ら
石
垣
に

沿
っ
て
天
守
台
に
。こ
こ
か
ら
は
玉
城
町
を
一
望
で

き
開
放
感
い
っ
ぱ
い
で
す
。ま
た
城
址
の
周
囲
を

ぐ
る
っ
と
囲
む
遊
歩
道
も
静
か
で
気
持
ち
よ
く
歩

け
ま
す
。

　

城
址
を
下
り
北
側
へ
向
か
う
と
大
き
な
杜
を

持
つ「
田
丸
神
社
」の
鳥
居
が
あ
る
の
で
、そ
こ
を

右
折
。神
社
を
回
り
込
む
よ
う
に
進
み
、グ
ラ
ウ

ン
ド
を
左
に
見
な
が
ら
道
な
り
に
歩
き
ま
す
。

「
右 

松
阪
道　

左 

は
せ
道
」の
新
し
い
道
標
を
確

認
し
た
ら
、そ
の
ま
ま
住
宅
街
の
中
を
進
み
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
は
生
活
道
路
に
な
っ
て
い
て
街
道
ら

し
さ
が
な
い
の
が
残
念
。少
し
ず
つ
民
家
が
減
り
、

左
手
に
広
い
田
園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。右
手
に

は
正
念
僧
の「
人
柱
供
養
塚
碑
」が
。そ
の
昔
こ
の

地
で
病
に
か
か
っ
た
老
僧
が
、旅
人
の
安
全
を
祈
願

し
て
人
柱
に
立
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｒ
参

宮
線
沿
い
に
さ
ら
に
西
に
向
か
い
、榛
原
神
社
の

森
を
回
り
込
み
、山
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

　

集
落
か
ら
離
れ
農
道
の
よ
う
な
街
道
を
進
む

と
、未
舗
装
の
道
に
変
わ
り
ま
す
。周
囲
は
雑
木

林
に
変
わ
り
、道
は
上
り
坂
に
な
り
自
然
歩
道
を

進
む
気
分
で
す
。木
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、周

囲
の
風
景
が
あ
ま
り
楽
し
め
ま
せ
ん
が
、野
鳥
の

さ
え
ず
り
を
聞
い
た
り
、道
端
の
植
物
を
観
察
し

て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。ポ
イ
ン
ト
に
は
街
道
案
内
の

道
標
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。や
が
て

舗
装
道
に
変
わ
り
さ
ら
に
進
む
と
工
業
団
地
が
現

れ
、そ
の
敷
地
に
沿
っ
て
進
む
進
路
と
な
り
ま
す
。

人
家
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
ら
東
池
上
地
区
。赤

い
板
倉
を
左
手
に
見
な
が
ら
坂
を
下
り
、Ｊ
Ｒ
参

宮
線
の
踏
切
を
渡
り
ま
す
。こ
こ
か
ら
多
気
駅
ま

で
は
見
晴
ら
し
の
よ
い
ま
っ
す
ぐ
な
道
で
す
。紀
勢

本
線
と
の
分
岐
駅・多
気
駅
が
ゴ
ー
ル
で
す
。

倭
姫
命
が
伊
勢
に
向
か
っ
た
と
伝
わ
る

奈
良
と
伊
勢
を
つ
な
ぐ
自
然
豊
か
な
道

土
羽
地
区 　

 

Ｊ
Ｒ
多
気
駅

Ｊ
Ｒ
田
丸
駅 　

 

田
丸
城
址

伊
勢
本
街
道 

【 

田
丸　

  

東
池
上 

】

別
名「
初
瀬
街
道
」と
も
呼
ば
れ
る
伊
勢
本
街
道
。 

険
し
い
山
道
が
多
く
、か
つ
て
は
難
所
の
多
い
街
道
で
し
た
。

今
回
は
、伊
勢
に
近
い
多
気
町
田
丸
か
ら
西
に
向
か
っ
て
Ｊ
Ｒ
で
ふ
た
駅
先
の
多
気
駅
ま
で
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。

●電話／0596-58-3079
●営業時間／8:30～19:00
　（日曜は12：00まで）

創業100年を超える老舗の
和菓子処。人気の玉城最中
は、あっさりとした小豆が味わ
い深い。餡は、あずき、しろ、
青のりの３種類から選べる。

300有余年の歴史と伝統の味を守るミヱマン醤油。
新発売の的矢かきのうま醤油とこだわりの三重県産
原料を使用した伊勢うどんはお土産にも最適。
WEBからも買い物できる。

野中屋

ウォーキングコース全長／8.7km
所要時間／約２時間40分
（施設観覧時間を除く）

玉城町～多気町

ミヱマン醤油 西村商店

や
ま
と　

ひ
め
の　

み
こ
と

田
丸
神
社 　

 

田
辺
地
区

た　

ぬ
い

と　

ば

ひ
が
し
い
け
べ

▼玉城最中　１個115円

●電話／0596-58-2225 
●営業時間／9:00～17:00
●日曜・祝日定休、土曜不定休

◀的矢かきのうま醤油
　（360ml）525円
　伊勢古里屋の伊勢うどん
　（２人前）577円

天守台から望む玉城町の田園風景

田丸城址碑田丸城址碑田丸城址碑

田丸神社田丸神社田丸神社人柱供養碑塚人柱供養碑塚人柱供養碑塚 天守台

田丸城址の周りを巡る遊歩道

村山龍平記念館

田丸城址に向かう橋

田丸駅前の像

田丸駅

東池上地区の板倉

検索ミエマン醤油

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

歴
史
街
道
ウ
ォ
ー
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ン
グ
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今
回
は
、狭
軌
鉄
道
で
有
名
な
近
鉄
内
部
線・泊

駅
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。駅
を
出
た
ら
東
に
進
み
、国
道

１
号
に
沿
っ
て
走
る
旧
東
海
道
へ
。住
宅
街
に
変
わ
っ
た

旧
東
海
道
を
進
み
、国
道
に
合
流
し
た
先
に
あ
る「
日

永
の
追
分
」は
、か
つ
て
京
へ
向
か
う
旅
人
と
伊
勢
へ
向

か
う
旅
人
が
分
か
れ
た
分
岐
点
。現
在
は
車
道
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
が
、昔
を
し
の
ぶ
鳥
居
や
常
夜
燈
が
静

か
に
佇
ん
で
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
国
道
を
少
し
進
み
、三

差
路
で
再
び
旧
道
に
入
り
ま
す
。

　

小
古
曽
の
旧
東
海
道
沿
い
も
現
在
は
住
宅
が
立
ち

並
び
、静
か
な
通
り
で
す
。と
こ
ろ
ど
こ
ろ
昔
の
町
並

み
を
思
わ
せ
る
格
子
窓
の
町
屋
が
あ
っ
た
り
、寺
院
が

多
い
こ
と
が
か
つ
て
の
名
残
を
し
の
ば
せ
ま
す
。カ
ギ
型

に
曲
が
っ
た
道
を
進
み
、内
部
駅
の
近
く
で
県
道
に
出

た
ら
そ
の
ま
ま
直
進
し
ま
す
。国
道
に
沿
っ
て
進
み
、

内
部
川
の
堤
防
に
出
た
ら
左
折
、国
道
の
下
を
く
ぐ
っ

て
反
対
側
に
ま
わ
り
橋
を
渡
り
ま
す
。こ
の
周
辺
は

交
通
量
が
多
い
の
で
、必
ず
歩
道
を
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

国
道
沿
い
に
少
し
進
み
、和
菓
子
屋・菊
屋
本
店
の

信
号
を
左
折
し
、旧
道
に
戻
り
ま
す
。古
い
住
宅
と
新

し
い
住
宅
が
混
在
す
る
細
い
街
道
を
進
む
と
、杖
衝
坂

の
案
内
看
板
が
出
て
い
る
の
で
、案
内
に
沿
っ
て
進
み

ま
す
。徐
々
に
登
り
坂
に
さ
し
か
か
り
、坂
の
勾
配
が

急
に
な
り
Ｓ
字
に
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
が
杖
衝
坂
で
す
。

神
話
の
時
代
、ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
東
征
の
帰
途
、弱
っ
た

体
で
大
和
を
目
指
し
、剣
を
杖
代
わ
り
に
し
て
こ
の
急

坂
を
登
り
、「
私
の
足
が
三
重
に
折
れ
曲
が
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
、ひ
ど
く
疲
れ
た
」と
言
っ
た
こ
と
が
、県
名

「
三
重
」の
語
源
に
も
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
。

松
尾
芭
蕉
も
こ
の
地
で
俳
句
を
詠
ん
だ
こ
と
か
ら
句

碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
道
と
伊
勢
街
道
の

分
岐
点
・
日
永
を
越
え

歴
史
の
道
、
杖
衝
坂
を
歩
く
道

東
海
道 

【 

日
永 　

 

采
女 

】

東
海
道
の
宿
場
、四
日
市
宿
と
庄
野
宿
の
間
に
あ
り
、旅
籠
や
茶
店
で
賑
わ
っ
た
日
永
の
宿
。

伊
勢
街
道
と
の
分
岐
点
・
追
分
か
ら
、ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
故
事
が
伝
わ
る
坂
道
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。

采女の杖衝　１個210円▶

大正７年創業の老舗。杖衝の由来にちなんで作ら
れている銘菓「采女の杖衝」は、求肥を上品な小
豆あんで包み、笠と蓑をかたどった最中に仕上げら
れています。併設された茶房・滴水亭もおすすめ。

地名の由来にもなっている四日市市内では、今
も各地で市が開かれています。50年続く二・七
の市は、自家製野菜や果物、鮮魚、加工食品な
どが販売され、地元の住民で賑わっています。

菊屋本店御菓子司

杖衝坂

日永の追分内部川小古曽の町並み大蓮寺杖衝坂碑

鈴鹿市考古博物館

豊富稲荷神社

血塚社のとなりには古い蔵が建つ

観音寺

ウォーキングコース全長／7.5km
所要時間／約２時間20分
（施設観覧時間を除く）

四日市市

泊
駅 　

 

日
永
の
追
分

小古曽
二・七の市

小
古
曽 　

 

内
部
川

采
女 　

 

杖
衝
坂

ち  

づ
か 

し
ゃ

つ
え 

つ
き

お　

ご　

そ

と
ま
り

ひ 

な
が

う
ね　

め

う
つ　

べ

と
よ
と
み

　

坂
を
登
り
き
る
と
、す
ぐ
先
に
あ
る
血
塚
社
。こ
こ
は

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
血
を
洗
い
流
し
た
と
伝
わ
る
場
所
。国

道
を
右
手
に
見
下
ろ
し
な
が
ら
進
ん
で
合
流
し
、豊
富

稲
荷
神
社
を
左
に
な
が
め
、国
道
沿
い
の
歩
道
を
進
み

ま
す
。采
女
南
の
交
差
点
を
左
に
ま
が
り
、工
場
地
帯

を
5
0
0ｍ
ほ
ど
進
む
と
右
手
に
鈴
鹿
市
考
古
博
物

館
が
。国
指
定
史
跡「
伊
勢
国
分
寺
跡
」の
南
に
隣
接

し
て
建
て
ら
れ
た
考
古
学
専
門
の
博
物
館
で
す
。の
ん

び
り
と
し
た
農
道
を
進
ん
で
も
と
の
道
に
戻
り
、国
道

を
渡
っ
た
ら
ゴ
ー
ル
の
国
分
バス
停
は
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

血
塚
社 　

 
国
分
バ
ス
停

泊駅

●電話／059-345-5037
●営業時間／8:00～18:30
●水曜、第３火曜定休
●URL http://www.kikuyahonten.com

●電話／059-345-0939（山中茶舗）
●開催日／毎月２・７のつく日
●開催時間／8:30～11:30

ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り　

歴
史
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
M
i
e
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佐奈駅佐奈駅

馬頭観音馬頭観音

丹
生
大
師
と

立
梅
用
水
を
め
ぐ
る
道

古
代
か
ら
栄
え
、今
も
人
々
が
町
を
守
り
続
け
る
丹
生
の
歴
史
を
訪
ね
よ
う

《 

伊
勢
神
宮
へ
の
近
道 

》  

和
歌
山
別
街
道

　

空
海
ゆ
か
り
の
真
言
宗
の
古
刹「
丹
生
山
神
宮
寺（
丹
生
大

師
）」の
門
前
に
あ
る
多
気
町
丹
生
。奈
良
時
代
に
水
銀
が
発
見
さ

れ
、以
来
水
銀
発
掘
の
町
と
し
て
栄
え
、江
戸
時
代
に
は
伊
勢
商
人

の
発
祥
の
地
と
し
て
、宿
場
町
と
し
て
も
栄
え
ま
し
た
。

　

丹
生
大
師
や
水
銀
坑
跡
、た
く
さ
ん
の
宿
場
な
ど
の
歴
史
を
残

す
場
所
を
、地
元
住
民
た
ち
が
整
備
し
た「
あ
じ
さ
い
通
り
」や「
ビ

オ
ト
ー
プ
」が
彩
り
ま
す
。か
つ
て
、伊
勢
参
宮
道
と
し
て
多
く
の
人

が
歩
い
た
和
歌
山
別
街
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、里
山
の
昔
と
今
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。  

《 

コ
ー
ス
全
長 

》 

6.8
㎞
／
約
２
時
間

　

前
村
に
あ
る
馬
頭
観
音
像
は
小
さ
な
祠
の
な
か
に
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。頭
上
に
馬
頭
を
い
た
だ
き
、忿
怒
の
相
を
し
た
観
音
様
で
、馬

を
守
護
す
る
神
様
と
し
て
江
戸
時
代
に
広
く
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。明

治
時
代
中
頃
ま
で
、こ
の
あ
た
り
に
は
旅
人
の
た
め
の
馬
や
駕
篭
の

屯
所
が
あ
り
、大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

大楠大楠

丹生大師丹生大師

　

7
7
4
年
、空
海
の
師
で
あ
る
勤
操
大
徳
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た

古
刹
で
す
。8
1
5
年
に
は
、唐
か
ら
帰
国
し
た
空
海
が
諸
国
を
巡

る
際
に
立
ち
寄
り
、本
堂
に
勤
操
大
徳
創
立
の
文
字
を
見
て
、七
堂

伽
藍
建
立
を
決
意
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。真
言
宗
総
本
山

の
高
野
山
と
違
い
、こ
ち
ら
は
女
性
の
参
詣
を
許
さ
れ
て
い
た
の
で

「
女
人
高
野
」と
呼
ば
れ
、昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
信
者
を
集
め
て
き
ま

し
た
。蓮
池
も
有
名
で
、夏
の
朝
に
は
咲
き
誇
る
睡
蓮
が
楽
し
め
ま

す
。金
剛
力
士
、持
国
天
、多
聞
天
を
祀
る
山
門
は
、町
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

近長谷寺入り口近長谷寺入り口

　

車
田
の
す
ぐ
向
か
い
に
近
長
谷
寺
入
り
口
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
か

ら
約
7
0
0
m
の
山
道
を
上
が
っ
て
た
ど
り
つ
き
ま
す
。8
8
5

年
に
南
伊
勢
の
豪
族
・
飯
高
氏
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
近
長
谷
寺

は
、本
尊
の
十
一
面
観
音
立
像
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。（
日
曜
・
祝
日
・
毎
月
18
日
の
み
開
帳
）

車田車田

　

珍
し
い
円
形
の
田
は
、「
長
谷
の
車
田
」と
呼
ば
れ
ま
す
。半
径

11
m
、
面
積
38
㎡
。
円
形
に
し
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

豊
作
の
神
が
降
り
て
く
る
目
印
で
あ
る
と
か
、恵
み
の
太
陽
を
表

す
な
ど
、諸
説
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
と
れ
る
米
は
伊
勢
神
宮
や
佐
那

神
社
へ
奉
納
さ
れ
ま
す
。

和
歌
山
別
街
道
沿
い
に
あ
る
J
R
佐
奈
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

き
ん
ち
ょ
う
こ
く
じ

う
つ

大師堂へ向かう石段の左わき、小屋のようなものは
回廊。中はやはり大師堂への階段になっている。
高貴な方が参拝されるときのために作られたのだとか。

大師堂へ向かう石段の左わき、小屋のようなものは
回廊。中はやはり大師堂への階段になっている。
高貴な方が参拝されるときのために作られたのだとか。

大　

楠

馬
頭
観
音

丹
生
大
師

車
田
・
近
長
谷
寺
入
り
口

ふ
れ
あ
い
の
館

　

和
歌
山
と
松
阪
を
結
ぶ
和
歌
山
街
道
か
ら
、飯
南
町
粥
見
で
分
岐
し
た
の
が

和
歌
山
別
街
道
で
す
。櫛
田
川
を
渡
り
、丹
生
、玉
城
町
田
丸
へ
向
か
い
、田
丸
で

伊
勢
本
街
道
と
合
流
す
る
た
め
、伊
勢
参
宮
の
道
と
し
て
、た
く
さ
ん
の
人
が
こ

こ
を
通
っ
て
神
宮
へ
向
か
い
ま
し
た
。紀
伊
、大
和
か
ら
の
参
宮
者
に
と
っ
て
は
、神

宮
へ
の
近
道
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。和
歌
山
街
道
は
江
戸
時
代
、紀
州
藩
の
本
城

と
松
阪
城
を
結
ぶ
道
で
あ
り
、和
歌
山
別
街
道
は
本
城

と
田
丸
城
を
結
ぶ
道
と
い
う
位
置
づ
け
で
、参
宮
道

と
し
て
だ
け
で
な
く
、

政
治
的
に
も
重
要
な

街
道
で
あ
り
、江
戸
時

代
に
は
街
道
沿
い
に

様
々
な
宿
場
や
茶
屋

が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

0.6
㎞

0.7
㎞

2.4
㎞

0.1
㎞

2
㎞

　

和
歌
山
別
街
道
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
線
路
沿
い
に
歩
く
と
、

大
楠
に
出
会
え
ま
す
。 

樹
齢
6
0
0
年
、 

高
さ
36
m
、 

幹
の
周

り
は
7.5
m
。 

神
坂
の
守
山
神
社
を
遷
し
た
と
き
の
神
木
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、根
元
に
は
大
楠
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
←
4
ペ
ー
ジ
に
続
く 

》

花
と
水
に
親
し
む
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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立梅用水立梅用水立梅用水 （あじさいの小径）立梅用水 （あじさいの小径）

　

荒
れ
た
休
耕
田
の
水
田
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
、年
々
減
り
続

け
る
メ
ダ
カ
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
田
ん
ぼ
に
ビ
オ
ト
ー
プ

が
作
ら
れ
ま
し
た
。毎
年「
し
ろ
か
き
」（
土
の
撹
拌
）を
し
て
手
入

れ
し
た
田
ん
ぼ
に
は
、た
く
さ
ん
の
メ
ダ
カ
が
泳
ぎ
、ホ
テ
イ
ア
オ
イ

が
茂
る
理
想
的
な
生
態
系
が
あ
り
ま
す
。８
月
上
旬
に
は
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
の
美
し
い
青
い
花
が
咲
き
、９
月
に
は「
大
師
の
里
メ
ダ
カ

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

自
然
の
保
全
と
活
用
を
目
的
に
、1
9
9
3
年
か
ら
始
め
ら
れ
た「
あ

じ
さ
い
い
っ
ぱ
い
運
動
」。立
梅
用
水
沿
い
な
ど
に
合
計
１
万
本
以
上
植
え

ら
れ
、丹
生
は
あ
じ
さ
い
の
名
所
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
運
動
を
象
徴
す
る

お
祭
り
が
、６
月
に
行
わ
れ
る「
大
師
の
里　

彦
左
衛
門
の
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
」。立
梅
用
水（
水
）、田
ん
ぼ（
土
）、緑
豊
か
な
資
源
空
間（
里
）を
舞

台
に
、こ
れ
ら
の
恵
み
に
感
謝
す
る「
水
土
里（
み
ど
り
）の
祭
典
」で
す
。

　

彦
左
衛
門
と
は
、江
戸
時
代
の
丹
生
の
地
士
・
西
村
彦
左
衛
門
の
こ

と
。彼
が
私
財
を
投
じ
て
立
梅
用
水
の
建
設
や
新
田
開
発
に
尽
く
し
た
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

　

山
々
や
木
々
、そ
し
て
あ
じ
さ
い
が
生
命
力
を
み
な
ぎ
ら
せ
る
初
夏
の

こ
の
場
所
で
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
内
外
の
人
の
交
流
を

は
か
り
ま
す
。

　

奈
良
時
代
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
断
続
的
に
水
銀
が
掘
ら
れ
て
い

た
た
め
、丹
生
の
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
に
、水
銀
坑
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
農
家
が
持
ち
込
ん
だ
新
鮮
野
菜
が
買
え
る
、 

丹
生
大
師

門
前
の
お
店
。 

伊
勢
い
も
、し
い
た
け
、日
本
茶
な
ど
丹
生
・
多
気
の

名
産
品
も
並
び
ま
す
。

● 

８
時
30
分
〜
18
時（
10
〜
３
月
は
17
時
ま
で
）

● 

火
曜
休（
21
日
が
火
曜
の
場
合
は
翌
日
休
）

彦
左
衛
門　

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

　

奈
良
時
代
に
水
銀
が
発
見
さ
れ
、ま
ち
は
大
変
栄
え
ま
し
た
。仏
像
や
調
度

品
の
金
具
、メ
ッ
キ
、顔
料
の
材
料
な
ど
に
使
わ
れ
た
水
銀
は
貴
重
で
、当
時
日

本
で
使
わ
れ
た
水
銀
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
丹
生
で
採
掘
さ
れ
、奈
良
の
東
大
寺

大
仏
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。丹
生
の
ま
ち
に
は
全
国
か
ら
商
人
や
鉱
夫
が
集
ま

り
、大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
と
い
い
ま
す
。

　

中
世
に
な
る
と
、だ
ん
だ
ん
水
銀
産
出
量
が
減
り
、町
も
衰
退
し
て
い
き
ま
し

た
。し
か
し
近
世
に
な
る
と
伊
勢
商
人
発
祥
の
地
、丹
生
大
師
の
門
前
町
、宿

場
町
と
し
て
再
び
栄
え
始
め
ま
す
。多
く
の
宿
場
や
寺
院
が
そ
の
ま
ま
残
り
、

今
も
当
時
の
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

水銀坑跡 左が古代のもの、右が昭和のもの。水銀坑跡 左が古代のもの、右が昭和のもの。

ふれあいの館ふれあいの館

大師の里メダカ池大師の里メダカ池

水銀精錬装置水銀精錬装置

古
代
か
ら
栄
え
た
由
緒
あ
る

ま
ち
の
息
吹
が
あ
ち
こ
ち
に

丹生を水と土と花でうるおす地域運動の祭典

「勢和でとれる大豆や米をもっと食べてほしい」。地域住民によ
る農村料理バイキングの店「まめや」がオープンしたのは平成
17年。こんな田舎にバイキング？と、始める前は反対意見が大
多数だったというのが信じられないほどの、今では大人気店とな
りました。揚げたておあげさん、あじご飯、味噌汁、天ぷら、煮豆
など、勢和の素材を使った、なつかしい田舎料理がずらり。大豆
畑を見渡す眺めも素敵です。

第15回「大師の里 彦左衛門のあじさいまつり」
６月12日（日）　9：00～15：30（雨天決行）
● 場所╱丹生大師の里周辺
● 主催╱あじさいまつり実行委員会（TEL 0599‒49‒7077）
● 協賛╱多気町勢和地域資源保全・活用協議会

●三重県多気郡多気町丹生5643
●TEL 0598‒49‒4300
●10時～17時（バイキングは11時～14時）、木曜休
●http://www.ma.mctv.ne.jp/̃mameya/

相可高校食物調理科野外レストラン、お菓子コーナー、
まめやの農村料理、特産品販売、田んぼのコンサート、
立梅用水ボート下り、餅まき、よさこいソーランフェスティバル、 他

予定イベント

勢和大豆と野菜のおいしさを
一躍ひろめた農村料理バイキング

せいわの里まめや

おかず、ごはん類からデザートまで、常時25～30種が並びます。
大人1,000円、小人（４歳～小学生）500円

隣にある直売所では、大豆加工
品も販売。とくに「おあげさん」は
おいしいと評判です。

勢和で農業を営む
住民の共同出資で
生まれました。平成
20年度「立ち上がる
農山漁村」に認定さ
れるなど、地域おこし
の成功モデルとして
も注目されています。

「あじさいまつり」最大のイベント、用水ボート下り。「あじさいまつり」最大のイベント、用水ボート下り。

泥まみれになりながら30ｍの綱を引き合う
綱引きは、休耕田の新しい活用法。
泥まみれになりながら30ｍの綱を引き合う
綱引きは、休耕田の新しい活用法。

ビオトープでコンサートも開かれる。ビオトープでコンサートも開かれる。

の

0.4
㎞

0.2
㎞

（
あ
じ
さ
い
の
小
径
）

大
師
の
里
メ
ダ
カ
池

立
梅
用
水

水
銀
坑
跡

0.4
㎞

　

丹
生
の
町
を
支
え
て
き
た
全
長　

㎞
の
立
梅
用
水
は
、約

2
0
0
年
前
、櫛
田
川
を
せ
き
と
め
、延
べ　

万
人
近
く
の
人
が

力
を
尽
く
し
て
作
り
上
げ
た
農
業
用
水
で
す
。豊
か
な
水
が
流
れ

る
こ
と
で
、た
く
さ
ん
の
米
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、農
民
の
生
活

を
安
定
さ
せ
ま
し
た
。近
年
、こ
の
用
水
を
さ
ら
に
し
っ
か
り
守
っ
て

い
こ
う
と
、用
水
脇
に
あ
じ
さ
い
を
植
え
る
な
ど
、地
元
の
人
々
が

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
ち
ば
い

30

25

丹生の
まち
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東員駅東員駅

藤原岳を望む農道藤原岳を望む農道南大社の集落南大社の集落

コ
ス
モ
ス
畑
と

清
流
・
員
弁
川
を
め
ぐ
る
道

秋
風
に
そ
よ
ぐ
コ
ス
モ
ス
畑
と
員
弁
川
流
域
の
自
然
と
歴
史
を
訪
ね
よ
う

宮橋宮橋

　

田
園
風
景
が
広
が
る
三
岐
鉄
道
・
東
員
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

休
耕
田
の
コ
ス
モ
ス
畑

0.2
㎞

　

駅
を
出
る
と
目
前
に
広
が
る
見
事
な
コ
ス
モ
ス
畑
が
。こ
の
周
辺
で

は
、毎
年
休
耕
田
を
利
用
し
て
約
4
0
0
万
本
も
の
コ
ス
モ
ス
が
咲

き
誇
り
ま
す
。ピ
ン
ク
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
向
こ
う
に
三
岐
鉄
道
の
黄

色
い
電
車
が
走
る
姿
を
、カ
メ
ラ
愛
好
家
が
競
っ
て
撮
影
す
る
姿
も

見
か
け
ま
す
。コ
ー
ス
は
駅
前
の
道
を
西
へ
。員
弁
川
の
支
流
に
出
た

と
こ
ろ
を
左
折
し
て
進
み
ま
す
。

東
員
町
役
場
周
辺

0.5
㎞

　

小
さ
な
集
落
は
古
い
趣
の
住
宅
も
あ
り
、歴
史
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
た
た
ず
ま
い
で
す
。国
道
3
6
5
号
を
越
え
赤
い
宮
橋
を
渡
り

ま
す
。橋
の
欄
干
か
ら
美
し
く
整
備
さ
れ
た
川
面
を
の
ぞ
く
と
、色

と
り
ど
り
の
鯉
が
泳
い
で
い
ま
す
。こ
の
水
路
は
、地
元
の
人
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
環
境
保
護
と
観
光
目
的
の
た
め
整
備
さ
れ
た
も
の
で

す
。川
沿
い
に
は
桜
の
木
も
植
樹
さ
れ
て
お
り
、春
に
は
川
沿
い
に
歩

く
ウ
ォ
ー
カ
ー
も
多
い
そ
う
で
す
。さ
ら
に
進
み
、次
は
馬
橋
を
渡
り

ま
す
。馬
に
関
す
る
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、猪
名
部
神
社
が

近
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

み
な
み  

お
お  

や
し
ろ

大
社
橋

1.0
㎞

長
深
の
田
園
風
景

4.0
㎞

　

川
沿
い
に
道
を
進
む
と
、町
役
場
の
近
く
に
整
備
さ
れ
た
小
公

園
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は
川
の
西
側
、今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

後
半
で
訪
れ
る
中
部
公
園
の
一
部
で
す
。道
を
川
沿
い
に
進
み
、

大
き
な
道
路
に
出
た
ら
右
折
。し
ば
ら
く
直
進
し
、員
弁
川
に
か

か
る
中
央
大
橋
を
渡
り
、三
和
小
学
校
へ
向
か
い
ま
す
。

《
←
次
ペ
ー
ジ
に
続
く 

》

注
／
記
事
は
平
成
22
年
10
月
の
取
材
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。コ
ス
モ
ス
畑
は
東
員
町
中
部
公
園

周
辺
で
毎
年
開
花
場
所
が
変
わ
り
ま
す
。

《 

コ
ー
ス
全
長 

》
11.6
㎞
／
約
3.5
時
間

　

東
員
町
の
秋
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て
い
る
休
耕
田
に
広
が
る
コ
ス
モ

ス
群
。濃
紅
、ピ
ン
ク
や
白
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
が
青
空
に
映
え
、

爽
や
か
な
秋
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

鈴
鹿
連
峰
に
そ
び
え
る
藤
原
岳
を
遠
く
望
み
、員
弁
川
周
辺
に

整
備
さ
れ
た
中
部
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
は
じ
め
、上
げ
馬
神
事

で
知
ら
れ
る
猪
名
部
神
社
、幽
静
館
な
ど
の
史
跡
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

い　
な　
べ

　

小
学
校
を
右
に
見
な
が
ら
進
み
ま
す
。小
学
校
の
す
ぐ
と
な
り

に
は
、東
員
町
が
生
ん
だ
歌
舞
伎
界
の
名
優
・
七
代
目
松
本
幸
四

郎
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
歌
舞
伎
公
園
が
あ
り
ま
す
。公
園
内
に

は
、幸
四
郎
の
当
た
り
役
で
あ
っ
た
弁
慶
を
記
念
し
た
弁
慶
の
わ
ら

べ
像
や
、歌
舞
伎
の
場
面
を
表
現
し
た
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
が
あ

り
ま
す
。コ
ー
ス
を
直
進
し
、三
孤
子
川
が
見
え
た
ら
右
折
。遠
く

藤
原
岳
が
望
め
る
農
道
を
進
み
ま
す
。
県
道
14
号（
菰
野
東
員
線
）

に
出
た
ら
右
折
し
、南
大
社
の
集
落
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

な
が　

ふ
け

南
大
社

1.8
㎞

さ　
ご　
じ
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Taverna Grasso

　

神
社
の
鳥
居
を
出
た
ら
、前
の
細
い
道
を
下
り
、左
手
に
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
が
見
え
て
き
た
ら
左
折
。こ
の
競
技
場
は

6
、0
0
0
人
を
収
容
で
き
ま
す
。建
物
の
前
を
さ
ら
に
左
折
し
北

に
進
む
と
中
部
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
見
え
て
き
ま
す
。こ
の
公

園
は
芝
生
広
場
、遊
び
の
広
場
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
な
ど
も
整
備
さ

れ
て
お
り
、近
く
を
流
れ
る
川
の
護
岸
が
美
し
く
整
備
さ
れ
て
い
る

の
で
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
最
適
で
す
。公
園
端
の
遊
歩
道
を
歩
き
、

右
折
し
て
役
場
の
前
を
進
み
ま
す
。総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
信
号

を
左
折
す
れ
ば
ゴ
ー
ル
の
東
員
駅
で
す
。

　

国
道
3
6
5
号
バ
イ
パ
ス
を
渡
る
と
、員
弁
川
に
か
か
る
大
社
橋

で
す
。川
の
ほ
と
り
に
は
猪
名
部
神
社
の
碑
と
馬
の
像
が
象
徴
的
な

や
ぶ
さ
め
公
園
が
あ
り
ま
す
。大
社
橋
か
ら
美
し
い
員
弁
川
と
藤
原

岳
を
眺
め
な
が
ら
、秋
風
に
吹
か
れ
て
進
み
ま
す
。

員弁川員弁川

やぶさめ公園やぶさめ公園

猪名部神社猪名部神社スポーツ公園スポーツ公園

中部公園のパークゴルフ場中部公園のパークゴルフ場

ポニーの乗馬体験ポニーの乗馬体験ポニーの乗馬体験

流鏑馬道中流鏑馬道中流鏑馬道中

幽静館幽静館レストランなのにドキッとしてしまう店名は、イタリア語で「太った
（Grasso）居酒屋（Taverna）」という意味で、オーナーの伊藤さ
んが命名。地のものをメインの素材に、季節感とシンプルさを大切に
したメニューで、お客さんのリピーター率はかなり高いのだとか。人気
のパスタ料理からコース、アラカルトまで、旬の素材が活かされた味
をご堪能あれ。デザートももちろんすべて手作りで、自分の好みでい
ろんな楽しみ方ができるレストランです。

東員町コスモスまつり
10月１日（土）～10月30日（日）

● 員弁郡東員町中上280-1
● TEL 0594-86-0031
● 11時30分～14時
　 17時30分～21時
● 定休日 月曜日・不定休あり

■流鏑馬道中
　猪名部神社を出発（予定）し、ポニーや木曽馬に乗った巫女、神官、
　武者の騎馬が連なる、往時をしのぶ道中です。 10月9日（日）

予定イベント

ファミリーで気軽に楽しめる
イタリア料理の店

a erna
タベルナ・グラッソ

明るい店内は、大人数でも可能なレイアウト。
個室感覚で静かに食事を味わえるボックス席もあります。

住宅街にも近い立地と広い駐車場がうれしい。
味のある小物が効いた外観も目を引きます。

人気の「かにみその生クリーム
ソーススパゲティ・ずわいがにの
サラダ添え」1,280円。
ランチの「プリモピアットセット」
は、好みのパスタまたはリゾット＋
サラダ＋デザート＋コーヒーで
1,650円。300円プラスすれば
好きなデザートをチョイスして加え
られます。

0.8
㎞

幽
静
館
と
猪
名
部
神
社

ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
中
部
公
園

1.3
㎞

東
員
駅

2.0
㎞

　

橋
を
渡
り
北
へ
。古
い
住
宅
街
を
縫
う
細
い
道
を
進
み
ま
す
。坂

を
上
り
な
が
ら
歩
い
て
い
く
と
公
民
館
に
隣
接
す
る
幽
静
館
が
現

れ
ま
す
。六
角
形
の
外
観
が
特
徴
的
な
こ
の
施
設
は
、東
員
町
名

誉
町
民
の
故
木
村
俊
夫
氏
を
顕
彰
す
る
た
め
に
旧
木
村
邸
跡
地

に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、展
示
・
資
料
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。幽
静
館

の
す
ぐ
東
側
に
は
大
き
な
杜
に
守
ら
れ
た
猪
名
部
神
社
が
あ
り
ま

す
。細
い
路
地
を
東
に
進
み
古
墳
跡
の
境
内
を
回
り
込
み
東
側
、

正
面
の
鳥
居
か
ら
進
み
ま
す
。こ
の
神
社
は
毎
年
４
月
に
行
わ
れ

る｢

上
げ
馬｣｢

流
鏑
馬｣

神
事
が
有
名
で
す
。

や
ぶ
さ
め

● 場所／三岐鉄道「東員駅」前
● 問合せ／（社）東員町観光協会（TEL 0594-76-6989）

■コスモスフォトコンテスト
　コスモス畑・流鏑馬道中を撮影した写真を募集（締切：11月11日）

■バザー
　土曜・日曜は、飲食物などの販売が行われます。

■ポニーの乗馬体験
　土曜・日曜は、中部公園内ポニー広場で実施＜有料＞

広大な休耕田を利用して開催される花の祭典

い　

な　

べ

昨年のフォトコンテスト入賞作品

コ
ス
モ
ス

　
　
　

ま
つ
り

東
員
町

　

中
部
公
園
周
辺
の
休
耕
田
を
利
用
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る「
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」。

を
超
え
る
広
大
な
コ
ス
モ
ス
畑
は
訪
れ
る
人

を
魅
了
し
ま
す
。花
の
見
ご
ろ
は
気
候
に
よ
っ

て
毎
年
前
後
す
る
の
で
、事
前
に
観
光
協
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ha
4
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六華苑六華苑

六華苑（洋館）六華苑（洋館）

蟠龍櫓蟠龍櫓

本田忠勝像本田忠勝像七里の渡跡周辺七里の渡跡周辺

歌行燈句碑歌行燈句碑

六華苑（庭園）六華苑（庭園）六華苑（洋館）六華苑（洋館）

七里の渡跡七里の渡跡 住吉神社住吉神社

古
き
良
き
時
代
の
風
に
触
れ
、花
菖
蒲
が
咲
き
乱
れ
る
公
園
を
訪
ね
よ
う

　

初
夏
に
九
華
公
園
を
紫
色
に
染
め
る
花
菖
蒲
。約
4
、0
0
0

株
の
花
が
紫
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
奏
で
、堀
の
水
面
に
美
し
く

輝
き
ま
す
。

　

揖
斐
・
長
良
川
に
沿
っ
て
開
け
た
桑
名
市
は
、歴
史
あ
る
建
築
物

や
史
跡
が
点
在
し
、爽
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む
に
は
最
適
な
コ
ー
ス
で
す
。水
面
の
き
ら
め
き
を
感
じ
な
が

ら
、い
に
し
え
の
賑
わ
い
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

《 

コ
ー
ス
全
長 

》 

6.2
㎞
／
約
2
時
間

　

桑
名
市
駅
の
北
か
ら
東
に
延
び
る
八
間
通
。そ
の
名
の
通
り
幅

10
m
を
超
す
大
き
な
通
り
か
ら
今
回
の
コ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。近
代
的
な
街
並
が
広
が
り
、整
備
さ
れ
た
舗
道
は
気
持
ち
よ
く

歩
け
ま
す
。交
差
す
る
国
道
１
号
を
渡
っ
て
次
の
信
号
を
左
折
、住

宅
街
の
通
り
に
入
り
ま
す
。左
側
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
見
え
て
き
た

ら
、そ
の
先
を
右
折
。こ
の
静
か
な
通
り
を
進
む
と
、六
華
苑
の
蔵
や

裏
門
が
見
え
て
き
ま
す
。

は
ち
け
ん

ろ
っ 

か 

え
ん

　

七
里
の
渡
跡
前
か
ら
東
に
延
び
る
道
を
進
む
と
、左
側
に
ひ
と

き
わ
目
立
つ
蟠
龍
櫓
が
あ
り
ま
す
。河
口
の
ま
ち
桑
名
を
象
徴
す
る

櫓
は
復
元
さ
れ
た
も
の
で
、館
内
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
先
、緩
や
か
な
カ
ー
ブ
に
そ
っ
て
広
が
る
芝
生
公
園
が
見
え
ま

す
。こ
こ
は
桑
名
城
の
三
の
丸
跡
で
、吉
之
丸
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
パ
ー
ク
と

し
て
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
進
み
桑
名
市
民

プ
ー
ル
が
見
え
た
ら
右
折
。公
園
に
沿
っ
て
進
む
と
本
田
忠
勝
の
銅

像
が
あ
り
ま
す
。慶
長
６
年
に
桑
名
城
主
と
な
り
、町
の
大
改
造
を

行
っ
た
人
物
で
す
。こ
の
銅
像
の
前
、南
側
に
堀
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
公
園
が
九
華
公
園
で
す
。

き
ゅ
う
か

ば
ん
り
ゅ
う
や
ぐ
ら

六
華
苑

住
吉
神
社

九
華
公
園

1.4
㎞

1.0
㎞

0.3
㎞

　

鹿
鳴
館
で
有
名
な
イ
ギ
リ
ス

人
建
築
家
コ
ン
ド
ル
が
設
計
し
、

大
正
２
年
に
完
成
し
た
六
華
苑
。

四
層
の
塔
屋
を
持
つ
洋
館
と
、

池
泉
回
遊
式
庭
園
を
持
つ
和

風
建
築
か
ら
な
り
、国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
分
が
味
わ
え
る
素

敵
な
施
設
で
す
。六
華
苑
の
前
を
流
れ
る
揖
斐
川
沿
い
を
歩
く
と
、

住
吉
神
社
が
あ
り
ま
す
。こ
の
あ
た
り
は
廻
船
の
船
溜
ま
り
で
、全

国
か
ら
廻
船
業
者
が
集
ま
り
、彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

神
社
だ
そ
う
で
す
。

《
←
次
ペ
ー
ジ
に
続
く 

》

注
／
記
事
内
容
は
平
成　

年
4
月
6
日
の
取
材
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。九
華
公
園
の
花
菖
蒲
ま
つ
り

は
、気
候
の
変
化
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

24

七
里
の
渡
跡

0.4
㎞う

た
あ
ん
ど
ん

　

堤
防
沿
い
の
舗
道
を
南
に
進
み
、水
門
を
１
つ
越
え
て
次
の
川

口
水
門
の
手
前
を
右
折
し
ま
す
。階
段
を
下
り
、角
に
建
つ
旅
館

を
回
り
込
む
よ
う
に
西
に
進
む
と
、老
舗
料
亭
の
塀
に
囲
ま
れ
た

歌
行
燈
句
碑
が
あ
り
ま
す
。 

明
治
42
年
に
作
家
・
泉
鏡
花
が
桑
名

を
訪
れ
、こ
こ
を
舞
台
に
名
作「
歌
行
燈
」を
書
き
あ
げ
た
こ
と
は

あ
ま
り
に
も
有
名
。さ
き
ほ
ど
の
道
を
戻
る
と
右
側
に
は
、大
き
な

鳥
居
が
建
つ
七
里
の
渡
跡
が
あ
り
ま
す
。熱
田
の
宮
か
ら
桑
名
ま

で
海
路
七
里
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
き
ま
し
た
。当
時
は

東
海
道
42
番
目
の
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
い
、こ
の
鳥
居
が
伊
勢
国
一

の
鳥
居
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

風
薫
る
六
華
苑
と

七
里
の
渡
跡
を
め
ぐ
る
道
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丁子屋 石取会館石取会館外堀石垣外堀石垣

石取会館石取会館

九華公園九華公園春日神社春日神社

歴史を語る公園歴史を語る公園 桑名市立博物館桑名市立博物館

桑名市駅の東側に広がる商業エリアにお店を構える丁子屋。天保

14年に創業した老舗で、はまぐり料理は絶品です。懐石料理やは

まぐり料理の他、鰻やふぐなど地元で獲れた旬の素材を活かした料

理をいただけます。店内は、カウンター席の他、掘りごたつ、畳いす

席などがあり、落ち着いた雰囲気のなかでお料理を楽しめます。

花菖蒲まつり

● 桑名市寿町3丁目56-1
● TEL 0594-22-6868
● 11時～14時、17時～22時（ラストオーダー20時30分）
● 毎週木曜・第３水曜休

桑名名物のはまぐりを堪能できる
本格的日本料理店

日本料理

▲昼はま膳（昼のみ） 2,625円
桑名名物の焼きはまぐり、煮物、茶碗蒸し、
香の物 
「はまぐり茶漬け」か「はまぐり雑炊」が
選べます。

▲九華（くわな）御膳（昼のみ） 1,890円
天ぷら、煮物、小鉢、酢の物、茶碗蒸し、
赤だし、しぐれご飯、香の物、デザート
※刺身つき、焼きはまぐりつき、はまぐり酒
　蒸しつき…各2,940円

６月１日（金）～６月15日（金）
九華公園
桑名市物産観光案内所（TEL 0594-21-5416）

期　　間
場　　所
問合せ先

８月４日（土）～８月５日（日）
春日神社周辺
桑名市物産観光案内所（TEL 0594-21-5416）

期　　間
場　　所
問合せ先

紫色のグラデーション

春
日
神
社

1.2
㎞

　

桑
名
城
跡
に
造
成
さ
れ
た
九
華
公
園
は
、水
堀
に
囲
ま
れ
た
美

し
い
公
園
で
す
。春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
桜
、つ
つ
じ
、花
菖
蒲
の
名

所
と
し
て
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
す
。公
園
は
堀
に
か
か
る
橋

を
渡
る
回
遊
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
、水
面
に
映
る
花
景
色
を
楽
し

め
ま
す
。西
側
に
架
か
る
扇
橋
を
渡
っ
て
公
園
を
出
た
ら
、堀
沿
い

を
北
に
進
み
ま
す
。　
m
程
進
み
左
折
、外
堀
に
架
か
る
赤
い
欄
干

の
中
橋
を
渡
っ
た
ら
、目
の
前
に
現
れ
る
大
き
な
神
社
が
春
日

神
社
で
す
。

70

石
取
会
館

0.5
㎞

　

８
月
に
行
わ
れ
る
石
取
り
祭
で
有
名
な
春
日
神
社
。祭
の
期
間

中
は
鉦
や
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。神

社
を
出
た
ら
鳥
居
の
あ
る
交
差
点
ま
で
戻
り
、右
折
。細
い
道
を

進
む
と
、先
ほ
ど
の
外
堀
が
見
え
て
き
ま
す
。こ
の
外
堀
を
囲
む
石

垣
は
桑
名
城
の
城
壁
。約
5
0
0
m
が
現
存
し
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。道
路
沿
い
に
整
備
さ
れ
た「
歴
史
を
語
る
公

園
」か
ら
往
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。公
園
の
南
端
、左
側

に
風
情
の
あ
る
太
鼓
橋
が
見
え
た
ら
、右
折
。住
宅
街
を

1
0
0
m
程
進
む
と
右
側
に
見
え
る
の
が
、大
正
ロ
マ
ン
を
彷
彿
と

さ
せ
る
石
取
会
館
で
す
。展
示
さ
れ
て
い
る
漆
仕
上
げ
の
祭
車
は

江
戸
時
代
末
期
の
も
の
で
、当
時
の
技
術
の
粋
を
集
め
て
作
ら
れ

ま
し
た
。館
内
で
は
ビ
デ
オ
映
像
や
パ
ネ
ル
で
石
取
祭
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

桑
名
駅
前

1.4
㎞

　

石
取
会
館
か
ら
西
へ
向
か
う
と
、大
き
な
通
り
の
左
角
に
建
つ

桑
名
市
博
物
館
。昭
和
　
年
に
三
重
県
下
で
初
め
て
開
館
し
た
市

立
博
物
館
で
す
。博
物
館
の
前
、京
町
交
差
点
の
信
号
を
渡
り
、

右
折
し
北
に
向
か
い
ま
す
。 

3
0
0
m
ほ
ど
進
み
八
間
通
を
左
折
。

最
初
に
来
た
舗
道
を
戻
り
、桑
名
駅
に
向
か
え
ば
ゴ
ー
ル
で
す
。

60

　揖斐川にほど近い桑名城跡に造成された九華公園。揖斐川から
水を引き込んだ堀を残し、自然豊かな公園として市民に親しまれてい
ます。毎年６月に入ると、園内の３つの菖蒲園には伊勢系、肥後系、
江戸系の約4,000株の花菖蒲が美しく咲きそろい、紫のグラデーション
に染まります。

石取祭

日本一やかましい祭り

いし どり  まつり

はな しょう  ぶ

子屋
ちょう     じ       や

　江戸時代から桑名の町衆の祭りとして発展してきた歴史ある祭りで、
国の重要無形文化財に指定されています。春日神社周辺では、豪華
な祭車が打ち鳴らす鉦と太鼓が鳴り響き、「日本一やかましい祭り」と
言われています。祭車は職人の技の粋を集めた見事な彫刻に漆を施
したもので、絢爛な天幕と合わせ、一見の価値があります。毎年８月の
第１日曜とその前日の土曜に行われます。

さい しゃ
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近
畿
の
奥
座
敷
・
湯
の
山
温
泉
で

晩
秋
の
紅
葉
を
愛
で
る
道

1
3
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
名
湯
の
温
泉
街
の
、も
み
じ
で
彩
ら
れ
る
散
策
路
を
歩
い
て
み
よ
う

　

近
鉄
・
湯
の
山
温
泉
駅
か
ら
バ
ス
で
10
分
ほ
ど
揺
ら
れ
、名
湯
・

湯
の
山
温
泉
に
到
着
。温
泉
街
の
入
口
に
は「
恋
結
び 

折
鶴
伝
説
の

街 

湯
の
山
」の
大
き
な
看
板
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

バ
ス
停
は
終
点
。こ
こ
で
降
り
て
、散
歩
感
覚
の
コ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。目
の
前
に
あ
る
交
差
点

を
渡
り
、急
な
坂
道
を
歩
き
始
め

ま
す
。平
日
は
観
光
客
も
少
な
く
、

ひ
っ
そ
り
と
静
ま
る
坂
道
を
進
み

ま
す
。道
が
平
坦
に
な
っ
た
ら
、目

の
前
に
あ
る
橋
が「
涙
橋
」で
す
。

涙
橋　

150
m

　
こ
こ
湯
の
山
温
泉
は
、赤
穂
浪
士
の
大
石
内
蔵
助
に
ま
つ
わ
る

謂
わ
れ
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
橋
は
、内
蔵
助
が
愛
人
・
阿
軽
と

涙
な
が
ら
に
別
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
よ
り
、涙
橋
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。湯
の
山
温
泉
の
橋
に
は
、こ
の
ほ
か
に
も「
契
橋
」や「
誘
橋
」

な
ど
少
し
な
ま
め
か
し
い
名
前

が
付
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。橋
の
下
を
流
れ
る
川
底

に
は
、「
菰
野
石
」と
呼
ば
れ
る

白
く
大
き
な
石
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。こ
の
あ
た
り
で

産
出
さ
れ
る
こ
の
石
は
、苔
が

付
き
や
す
く
自
然
な
味
わ
い
が

人
気
で
、造
園
用
庭
石
と
し
て

人
気
が
あ
り
ま
す
。

中
之
島
公
園　

300
m

　

涙
橋
を
渡
り
、右
手
に
建
つ
旅
館
・
翠
月
の
前
の
細
い
路
地
を

進
み
ま
す
。こ
こ
か
ら
は
車
は
入
れ
な
い
小
道
で
す
の
で
、ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
分
で
散
策
で
き
ま
す
。緩
や
か
な
傾
斜
の
道
を
進
む

と
、正
面
に
こ
ん
も
り
と
し
た
林
が
現
れ
ま
す
。三
滝
川
の
渓
流
に

架
け
ら
れ
た
小
さ
な
橋
や
東
屋
が
設
置
さ
れ
た「
中
之
島
公
園
」

は
、季
節
毎
の
自
然
が
美
し
く
、観
光
客
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。公
園
を
ぐ
る
り
と
１
周
し
た
ら
、旅
館
・
翠
明
館
の
横
に
造

ら
れ
た
石
段
を
上
っ
て
い
き
ま
す
。旅
館
街
を
縫
う
よ
う
に
造
ら

れ
た
小
道
は「
湯
の
山
遊
歩
道
」と
名
付
け
ら
れ
、辻
毎
に
行
き

先
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、初
め
て
歩
く
人
で
も
迷
わ
ず
に
目
的

地
を
目
指
せ
ま
す
。石
段
を
上
り
、車
が
走
る
県
道
5
7
7
号
に

出
た
ら
右
に
曲
が
り
ま
す
。川
に
沿
う
よ
う
に
橋
を
２
度
渡
り
な

が
ら
、上
流
に
向
か
っ
て
進
み
ま
す
。

大
石
公
園　

650
m

　

そ
の
昔
、傷
つ
い
た
鹿
が
傷
を
い
や
し
た
と
い
う
伝
説
か
ら
別
名

「
鹿
の
湯
」と
も
呼
ば
れ
る
湯
の
山
温
泉
。三
滝
川
上
流
の
清
流
を

は
さ
ん
で
温
泉
旅
館
が
建
ち
並
ぶ
風
情
は
、良
き
昭
和
時
代
の

名
残
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
に
入
る
と
、目
の
前
に
そ
び
え
る
御
在
所
岳
山
頂
か
ら

紅
葉
が
下
り
始
め
、
11
月
下
旬
に
な
る
と
温
泉
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
紅
葉
が
色
づ
き
始
め
ま
す
。今
回
は
ち
ょ
っ
と
温
泉
街
散
策
の

気
分
で
、そ
ぞ
ろ
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

注
／
記
事
内
容
は
平
成
23
年
11
月
8
日
及
び
24
年
9
月
1
日
の
取
材
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

気
候
の
変
化
に
よ
り
紅
葉
時
期
は
変
動
し
ま
す
。

 

《 

コ
ー
ス
全
長 

》 

2.2
㎞
／
約
35
分

涙橋涙橋中之島公園中之島公園

バス停・湯の山温泉バス停・湯の山温泉

中之島公園中之島公園

翠明館横の石段翠明館横の石段

中之島公園中之島公園

お  

か
る

す
い
げ
つ

す
い
め
い
か
ん

《
←
次
ペ
ー
ジ
に
続
く 

》
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マコモ（真菰）は「菰野町」の名前の由来となった
植物。緑葉には豊富な栄養素が含まれ、粉末に
して麺類や菓子・ケーキとして使われ、根に近い
茎はマコモタケとして秋に収穫され、タケノコの
ような食感を様々な料理で楽しむことができます。

マコモの里

● 菰野町菰野2256
●TEL 059-394-0050

● 11時～16時
●土・日・祝日のみ営業

町の特産品・マコモを使って
「おいしい菰野町」をＰＲ

お食事処

▲「まこコロ丼・まこも麺」750円
人気のまこコロを１個使った丼と、まこも麺、デザート、マコモ茶がセットになっています。

冬のおすすめイベント

　

山
肌
の
傾
斜
が
せ
ま
り
、静
か
な
道
を
進
ん
で
い
く
と
、右
側
に

「
三
岳
寺
」が
見
え
て
き
ま
す
。三
岳
寺
は
、8
0
7
年
に
最
澄
に

よ
り
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
古
刹
。当
時
は
僧
兵
た
ち
の
集
う

山
岳
宗
教
の
拠
点
で
し
た
。毎
年
10
月
に
行
わ
れ
る
僧
兵
ま
つ
り
は
、

当
時
の
勇
壮
さ
を
再
現
し
て
い
ま
す
。ま
た
近
年
で
は
恋
結
び
の

寺
と
し
て
も
有
名
で
す
。恋
人
た
ち
の
伝
説「
折
鶴
伝
説
」に
ち
な
み
、

折
鶴
を
奉
納
す
る
と
恋
が
成
就
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。三
岳

寺
か
ら
奥
に
進
む
道
は
観
音
山
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、山
歩
き

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。湯
の
山
温
泉
の
湯
元
も
こ
の
観
音
山
に

あ
り
ま
す
。三
岳
寺
を
後
に
し
て
、先
ほ
ど
の
道
を
下
り
な
が
ら

進
む
と
、県
道
5
7
7
号
に
出
ま
す
。そ
の
ま
ま
県
道
を
渡
れ
ば
、

翠
明
館
横
の
石
段
で
す
の
で
、行
き
に
歩
い
て
き
た
道
を
そ
の
ま
ま

辿
れ
ば
、バ
ス
停
に
着
き
ま
す
。

バス
停
・
湯
の
山
温
泉

600
m

国道477号沿いの道の駅「菰野ふるさと館」の敷地内で、菰野町

観光協会が運営する「お食事処 マコモの里」。ここで提供される

メニューは、町の特産品・マコモを中心に開発されたユニークな

ものです。マコモ入りのコロッケ「まこコロ」は限定50個で販売され、

毎回完売する人気だとか。ほかにもマコモの粉末を練り込んだマコモ

麺、菰野茶とブレンドしたマコモ茶など、マコモづくしがセールス

ポイントです。

　隣接する「菰野ふる

さと館」は、菰野町の

観光情報サービスス

テーションとして機能する

ほか、マコモ関連商品

や、菰野町の特産品を

販売しています。

マコモ
って？

御在所ロープウエイ TEL 059-392-2261問合せ先

御在所スキー場スキーだけじゃない！

三重県唯一のスキー場。条件さえそろえば、樹氷に出会えるチャンスも！
家族で楽しめるウインタースポーツをご紹介します。

御在所山上公園内の雪が積もった散策
路を、スノーシューを履いて散策します。
１m近く積もった雪の上も歩けます。

そり専用のゲレンデで、そり遊びができ
ます。

※距離や時間は散策場所により異なる
※スノーシュー本体とストックのレンタルあり

最長散策距離／3,000m

ちびっこそりゲレンデ

最長滑走距離／100m
最長コース幅40m
平均斜度５度

所要時間60分

スノーシューコース

わくわく温泉チケット

湯の山温泉協会
TEL 059-392-2115

問合せ先

1枚500円のチケット（タオル付）で、湯の山温泉の
各旅館で日帰り入浴が利用できます。
※わくわく温泉チケットは、おひとり様１枚１回限り有効です。
※利用できる施設等については、事前にご確認ください。

平成25年 1月6日～3月24日

写真は昨シーズンのものです

　

川
沿
い
に
進
む
県
道
か
ら
は
、御
在
所
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
赤
い
ゴ
ン

ド
ラ
が
間
近
に
見
え
ま
す
。ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
い
る
人
が
手
を
振
る

の
も
見
え
る
ほ
ど
の
距
離
で
す
。先
に
見
え
て
く
る
３
つ
目
の
赤
い

橋
が「
大
石
橋
」。こ
の
橋
の
向
こ
う
に「
大
石
公
園
」が
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
の
と
お
り
、川
沿
い
に
大
き
な
御
影
石
が
あ
り
、日
本
一

大
き
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
巨
岩
や
奇
岩
が
多
く

見
ら
れ
、渓
流
と
木
々
が
お
り

な
す
四
季
の
美
し
さ
に
地
元
の

人
も
多
く
訪
れ
る
公
園
で
す
。

こ
の
公
園
か
ら
山
側
に
進
む
と
、

東
海
自
然
歩
道
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。散
策
ル
ー
ト
は
大
石

橋
を
戻
り
、県
道
5
7
7
号
と

Y
字
に
分
か
れ
て
い
る
古
い
道

を
進
み
ま
す
。

三
岳
寺

500
m

　湯の山温泉街と御在所岳山頂を結ぶ全長2.1㎞の
ロープウエイ。開業は1959年で50年を超える。白い
６号鉄塔は61mあり、日本一の高さを誇ります。赤い
ゴンドラからは、伊勢湾や知多半島、渥美半島も望め、
格別のパノラマが広がります。

乗車料金（往復） 大人2,100円、 小人1,050円

営 業 時 間
4月～11月 … ９時～17時
12月～３月 … ９時～16時

問 合 せ TEL 059-392-2261

御在所ロープウエイ御在所ロープウエイ

大石公園大石公園

大石公園大石公園

三岳寺三岳寺

大石橋から上流を望む大石橋から上流を望む 大石公園大石公園

湯の山温泉協会 TEL 059-392-2115問合せ先

きららのおひなさま

早春の湯の山温泉で、きらびやかなおひな様が観光客を迎えてくれるイベント。
温泉街のいろいろな施設でおひな様が展示されるほか、「おひな様ランチ」が
楽しめます。また女性の方限定先着順に、入浴割引券などお得な情報満載の
湯の山おもてなしリーフレットをプレゼント!!

平成25年 2月4日～3月3日
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と
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に
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王
朝
ロ
マ
ン
に
み
ち
び
か
れ
て
、

　
　

斎
宮
の
歴
史
街
道
を
歩
く

か
つ
て
伊
勢
神
宮
に
仕
え
た
斎
王
が
住
ん
で
い
た「
斎
宮
跡
」と
、ノハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
公
園
を
訪
ね
よ
う

1.5
㎞

2.2
㎞

　

歴
史
体
験
館
の
正
面
か
ら
延
び
る
大
き
な
道
路
を
進
み
ま
す
。

こ
の
一
帯
は
現
在
整
備
中
で
、
平
成
26
年
度
に
斎
宮
の
柳
原
区
画

が
再
現
さ
れ
る
よ
う
で
す
。コ
ー
ス
は
、そ
の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
進
み
、用

水
に
出
た
ら
右
折
。「
呉
竹
の
碑
」を
過
ぎ
線
路
を
渡
っ
た
ら
、県

道
4
2
8
号
を
右
折
。5
0
0
ｍ
ほ
ど

住
宅
街
を
進
む
と
、信
号
交
差
点
の
角

に「
竹
神
社
」が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、県

道
を
進
み
ま
す
。こ
の
あ
た
り
は
参
宮
街

道
を
彷
彿
と
さ
せ
る
古
い
民
家
も
残
っ

て
い
ま
す
。車
の
行
き
来
が
多
い
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。銀
行
が
右
手
に
見
え
た

ら
、左
に
入
る
細
い
路
地
を
進
み
、逆
コ

の
字
を
描
く
よ
う
に
進
む
と「
八
脚
門

跡
」が
あ
り
ま
す
。そ
の
ま
ま
進
み
県
道

に
出
た
ら
右
折
。す
ぐ
に
駅
の
案
内
が

見
え
て
き
ま
す
の
で
左
折
。ゴ
ー
ル
は
目

の
前
で
す
。

　

住
宅
街
の
な
か
に
ポ
ツ
ン
と
あ
る
小
さ
な「
漕
代
駅
」。今
回

は
こ
の
無
人
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。駅
前
を
南
に
進
み
県
道

4
2
8
号
、か
つ
て
の
伊
勢
街
道
を
左
折
。赤
い
欄
干
の
祓
川

橋
を
渡
っ
て
右
へ
、少
し
川
沿
い
に
歩
い
て
み
ま
す
。祓
川
は
伊
勢

に
群
行
し
て
き
た
斎
王
が
、斎
宮
に
入
る
前
に
み
そ
ぎ
を
行
っ
た

場
所
。今
も
神
秘
的
な
趣
で
静
か
に
流
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
た
た
び
県
道
に
戻
っ
て
東
に
進
み
、「
従
是
外
宮
三
里
」の

道
標
の
と
こ
ろ
か
ら
、田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
へ
。近
鉄
線
の
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
る
と
、右
手
に「
花
園
の
碑
」が
見
え
ま
す
。そ
の
ま
ま
進

む
と
今
度
は
左
手
の
祓
川
沿
い
に「
神
宮
橋
跡
」が
あ
り
ま
す
。

少
し
坂
道
を
上
る
と
、そ
こ
は「
斎
宮
歴
史
博
物
館
」の
敷
地

内
。広
々
と
し
た
芝
生
公
園
や
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
美
し
い

施
設
で
す
。敷
地
内
に
点
在
す
る
古
墳
が
残
さ
れ
て
お
り
、古

代
の
息
吹
が
偲
ば
れ
ま
す
。

は
ら
い
が
わ

　

斎
宮
歴
史
博
物
館
の
正
面
か
ら
ゲ
ー
ト
を
出
て
、信
号
を
渡
っ
た

と
こ
ろ
に
林
に
囲
ま
れ
た「
塚
山
古
墳
群
」が
あ
り
ま
す
。そ
こ
を
抜

け
、大
き
な
通
り
を
南
に
3
0
0
ｍ
ほ
ど
進
み
、左
折
。き
れ
い
に
整

備
さ
れ
た「
奈
良
古
道
跡
」を
進
み
ま
す
。ま
っ
す
ぐ
な
こ
の
道
は
、

季
節
の
花
が
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。目
の
前
の

広
大
な
芝
生
広
場
越
し
に
、屋
外
展
示
さ
れ
て
い
る
斎
宮
の
模
型

が
見
え
て
き
ま
す
。芝
生
を
回
り
込
む
よ
う
に
進
む
と
、突
き
当
た

り
に「
斎
王
の
森
」が
。こ
こ
に
は
斎
王
宮
阯
の
石
碑
や
鳥
居
が
あ
り

ま
す
。右
に
曲
が
っ
て
進
ん
だ
あ
た
り
は
、６
月
の
上
旬
頃
に
は
道
の

両
脇
に
ノハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
群
生
が
見
ら
れ
ま
す
。先
ほ
ど
遠
目
に
見

た
史
跡
全
体
模
型
図
の
隣
が「
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
」で
す
。

こ
の
施
設
で
は
、十
二
単
の
試
着
や
平
安
文
化
の
関
連
し
た
歴
史

体
験
な
ど
が
で
き
ま
す
。

1.5
㎞

　

伊
勢
に
向
か
う
近
鉄
山
田
線
に
あ
る
無
人
駅
・
漕
代
駅
。こ
の

駅
か
ら
東
側
に
広
が
る「
斎
宮
跡
」は
東
西
約
２
㎞
、南
北
約

7
0
0
ｍ
に
及
び
、約
1
3
7
ha
の
広
大
な
面
積
を
有
す
る
国
の

史
跡
で
す
。い
に
し
え
の
世
界
に
触
れ
な
が
ら
、伊
勢
へ
と
向
か
う

参
宮
街
道
を
歩
く
旅
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

こ
い
し
ろ

斎宮歴史博物館
開館時間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
休館日／月曜日（休日の場合は翌日）、祝日の翌日、年末・年始
入館料／大人330円、高・大学生220円　TEL 0596-52-3800

いつきのみや歴史体験館
開館時間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
休館日／月曜日（休日の場合は翌日）、祝日の翌日、年末・年始
入館料／無料（一部の体験は有料）　TEL 0596-52-3890

祓川橋祓川橋 花園の碑花園の碑

神宮橋跡神宮橋跡

斎宮歴史博物館斎宮歴史博物館奈良古道跡奈良古道跡

塚山古墳群塚山古墳群

斎王の森斎王の森

旧参宮街道の街並旧参宮街道の街並八脚門跡八脚門跡

竹神社竹神社

斎宮駅斎宮駅

呉竹の碑呉竹の碑 いつきのみや歴史体験館いつきのみや歴史体験館

《 

コ
ー
ス
全
長 

》 

5.2
㎞
／
約
1
時
間
40
分

注
／
記
事
内
容
は
、平
成
25
年
4
月
15
日
の
取
材
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

●斎宮ガイドボランティアがご案内します（無料） 申込先／明和町観光協会 TEL 0596-52-0055

プ
チ
列
車
旅
で
楽
し
む

O
n
e 

D
a
y 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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い
に
し
え
の
旅
人
が
行
き
交
っ
た
、

　
  

神
宮
へ
続
く
道
を
歩
く

「
参
宮
街
道
」と
も
呼
ば
れ
、昔
か
ら
多
く
の
旅
人
が
歩
い
た
伊
勢
街
道
。今
な
お
歴
史
の
香
り
を
残
す
道
を
歩
い
て
み
よ
う
。

3.0
㎞

《 

コ
ー
ス
全
長 

》 

6.5
㎞
／
約
2
時
間

　

斎
宮
駅
の
ひ
と
つ
伊
勢
寄
り
の「
明
星
駅
」。こ
こ
か
ら
伊
勢
街
道

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
ス
タ
ー
ト
で
す
。駅
を
降
り
た
ら
、ま
ち
か
ど
博
物

館
の「
呑
海
工
房
」を
右
手
に
正
面
の
道
を
進
み
ま
す
。3
0
0ｍ
ほ

ど
進
む
と
突
き
当
た
る
通
り
が
県
道
4
2
8
号
、今
回
歩
く
伊
勢

街
道
で
す
。

　

伊
勢
に
向
か
う
前
に
少
し
寄
り
道
を
。右
に
曲
が
り
、看
板
に
従
っ

て
左
折
。住
宅
街
の
奥
に
あ
る
の
が「
史
跡
水
池
土
器
製
作
遺
跡
」で

す
。斎
宮
で
使
う
土
器
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
遺
跡
で
、

現
在
は
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
た
道
を
戻
り
、伊
勢
街
道
を
右
に
曲
が
り
ま
す
。こ
の
あ
た
り

は
、古
い
蔵
や
板
塀
の
屋
敷
も
残
っ
て
い
ま
す
。１
㎞
ほ
ど
進
む
と
右

側
に
見
え
て
く
る
の
が「
擬
革
紙
煙
草
入
資
料
館
」の
黒
い
門
で
す
。

江
戸
時
代
に
お
伊
勢
参
り
の
土
産
も
の
と
し
て
人
気
が
高
か
っ
た

の
が
、疑
革
紙
製
の
煙
草
入
れ
で
、こ
の
屋
敷
で
は
江
戸
時
代
か
ら

明
治
に
か
け
て
販
売
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

1
0
0
ｍ
ほ
ど
進
む
と
左
側
に「
従
是
外
宮
二
里
」と
刻
ま
れ
た

小
さ
な
道
標
が
。外
宮
さ
ん
ま
で
は
あ
と
８
㎞
ほ
ど
。昔
の
人
の
心
は

躍
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
こ
か
ら
さ
ら
に
3
0
0
ｍ
進
む
と
、左
側
に

「
弘
法
大
師
堂
」が
現
れ
ま
す
。参
宮
客
も
こ
こ
に
納
め
ら
れ
て
い
る

仏
様
を
拝
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
弘
法
大
師
堂
」を
過
ぎ
る
と
、伊
勢
市
に
入
り
ま
す
。こ
の
あ
た
り

か
ら
道
幅
が
狭
く
な
り
ま
す
の
で
、自
動
車
に
は
充
分
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。8
0
0
ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
初
め
て
の
信
号
で
す
。こ
れ
を
渡
っ

て
2
0
0ｍ
ほ
ど
で
次
の
信
号
が
。こ
の
Ｔ
字
交
差
点
が「
し
い
の
辻
」で

す
。昔
、大
き
な
シ
イ
の
木
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
信
号
を
右
に
曲
が
り
ま
す
。こ
こ
か
ら
次
の
信
号
ま
で
の

5
0
0
ｍ
ほ
ど
は
、と
く
に
交
通
量
が
多
く
な
る
の
で
気
を
つ
け
て
。少

し
進
む
と
、左
手
に
見
え
て
く
る
趣
の
あ
る
日
本
家
屋
が「
へ
ん
ば
屋
」

で
す
。安
政
年
間
創
業
の
へ
ん
ば
餅
を
現
在
も
変
わ
ら
ぬ
味
で
販
売
し

て
い
る
老
舗
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
先
に
進
み
ま
す
。次
の
信
号
で
右
側
の
旧
道
を
進
み
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、ま
た
車
の
往
来
が
減
る
の
で
安
心
し
て
歩
け
ま
す
。こ
の
あ

た
り
は
妻
入
り
の
家
並
が
美
し
く
、昔
の
風
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。さ
ら

に
進
ん
で
橋
を
渡
り
、次
の
信
号
を
越
え
た
あ
た
り
か
ら
商
店
が
並
び

始
め
、す
こ
し
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
変
わ
り
ま
す
。「
紀
州
藩
高
札
場

跡
」の
碑
の
横
を
過
ぎ
、Ｊ
Ｒ
の
踏
切
を
渡
っ
て
す
ぐ
を
右
折
し
ま
す
。

　

線
路
沿
い
の
道
の
左
側
に
、う
っ
そ
う
と
森
の
茂
る
公
園
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
が「
国
史
跡
離
宮
院
跡
」で
す
。離
宮
院
は
神
宮
の
事
務
を
取

り
扱
う
大
神
宮
司
の
政
庁
が
置
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、度
会
の
駅
家

も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
の
Ｊ
Ｒ
宮
川
駅
は
す
ぐ
目
の
前
で
す
。

3.5
㎞

　

明
和
町
か
ら
伊
勢
市
へ
抜
け
る
県
道
4
2
8
号
は
、か
つ
て
伊

勢
神
宮
へ
詣
で
る
た
め
に
多
く
の
旅
人
た
ち
が
行
き
交
っ
た
道
で

す
。道
路
沿
い
に
は
、今
も
当
時
の
名
残
で
あ
る
史
跡
や
古
い
街
並

も
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
お
り
、当
時
の
伊
勢
詣
で
の
賑
わ
い
を
感
じ

て
み
た
い
も
の
で
す
。

注
／
記
事
内
容
は
、平
成
25
年
4
月
15
日
の
取
材
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

ど
ん
か
い

み
ず
い
け

ぎ 

か
く 

し 

た
ば
こ 

い
れ

Ｊ
Ｒ
宮
川
駅
か
ら
２
駅
乗
れ
ば
、外
宮
に
最
も
近
い
伊
勢
市
駅
で

す
。楽
し
い
旅
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
先
の
伊
勢
街
道
は
、自
動
車
の
交
通
量
が
多
い
の
で
、安
全
に

充
分
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。外
宮
ま
で
は
あ
と
４
㎞
ほ
ど
で
す
。

電
車
に
乗
る
な
ら
…

歩
い
て
行
く
な
ら
…

呑海工房呑海工房

水池土器製作遺跡水池土器製作遺跡

国史跡離宮院跡国史跡離宮院跡

明和町から伊勢市へ明和町から伊勢市へ

しいの辻しいの辻 弘法大師堂弘法大師堂

へんば屋へんば屋

妻入りの家並妻入りの家並 擬革紙煙草入資料館擬革紙煙草入資料館

伊勢街道の街並伊勢街道の街並
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き
る
よ
う
で
、自
然
の
景
観
が
失
わ
れ
つつ
あ
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
細

い
道
を
進
む
と
、左
手
に
木
々
が
茂
る
森
が
見
え
て
き
ま
す
。こ
れ
が

「
毘
沙
門
塚
」。前
方
後
円
墳
で
す
が
、今
は
そ
の
形
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
進
む
と
、近
鉄
の
上
に
架
か
る「
跨
線
橋
」を
渡
り
ま
す
。こ
こ
は

電
車
好
き
に
は
た
ま
ら
な
いス
ポ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。橋
を
渡
り
、ほ
と
ん
ど

畔
道
の
よ
う
な
道
を
進
む
と
左
手
に
湿
地
帯
が
現
れ
ま
す
。そ
の
奥
に

あ
る
森
が「
女
良
塚
」古
墳
。少
し
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
進
む
と
、舗
装
さ
れ
た
県
道
57
号
に
出
る
の
で
、右
折
し 

一 

度

初
瀬
街
道
ま
で
戻
り
ま
す
。左
手
に
美
旗
小
学
校
が
見
え
て
き
た

ら
、そ
の
先
が
街
道
で
す
。こ
の
辺
り
も
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
が

点
在
し
ま
す
。１
㎞
ほ
ど
進
む
と
、交
差
点
手
前
に「
地
蔵
堂
」が
あ
り

ま
す
。交
差
点
の
向
こ
う
側
に
は「
常
夜
燈
」が
あ
り
ま
す
。

自
然
の
な
か
の
古
墳
を
数
え
な
が
ら

お
伊
勢
さ
ん
に
続
く
初
瀬
街
道
を
歩
く

1.6
㎞

4.7
㎞

　
「
観
阿
弥
ふ
る
さ
と
公
園
」は
、小
高
い
山
腹
に
作
ら
れ
た
公
園

で
、「
観
阿
弥
創
座
之
地
」の
記
念
碑
と
能
楽
堂
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
11
月
の
第
１
日
曜
に
は「
観
阿
弥
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

公
園
を
出
て
、も
と
の
道
に
戻
り
ま
す
。国
道
を
渡
り
、今
度
は
川

沿
い
の
堤
防
を
歩
き
ま
す
。見
晴
ら
し
の
よ
い
道
を
進
み
、工
場
が

見
え
て
き
た
ら
右
折
し
、さ
ら
に
工
場
前
で
左
折
。2
0
0
m
ほ
ど

進
ん
だ
ら
ま
た
右
折
し
、先
ほ
ど
の
常
夜
燈
を
目
指
し
ま
す
。途

中
、右
手
に「
貴
人
塚
」が
、田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
現
れ
ま
す
。常
夜

燈
の
と
こ
ろ
ま
で
戻
っ
た
ら
初
瀬
街
道
に
出
て
、来
る
と
き
に
歩
い
た

道
を
反
対
に
進
み
、美
旗
駅
ま
で
戻
れ
ば
ゴ
ー
ル
で
す
。

2.2
㎞

　
「
常
夜
燈
」に
沿
っ
て
直
進
し
ま
す
。田
園
か
ら
徐
々
に
上
り
坂
に

な
り
、集
落
に
入
り
ま
す
。狭
い
道
に
な
り
、右
手
に「
滝
川
氏
城
跡

公
園
」の
案
内
が
見
え
た
ら
左
折
し
、坂
を
上
り
ま
す
。狭
い
道
を

ど
ん
ど
ん
上
っ
て
い
く
と
、ぶ
ど
う
畑
が
現
れ
て
き
ま
す
。そ
の
先
は

下
り
坂
。林
を
進
み
、突
き
当
た
り
を
右
折
。広
い
道
路
に
出
た
ら

左
手
が「
姥
ヶ
芝
池
」。舗
装
道
路
を
緩
や
か
に
下
り
、集
落
に
入
り
ま

す
。小
波
田
川
に
出
た
ら
左
折
し
、国
道
1
6
5
号
を
渡
り
ま
す
。「
観

阿
弥
ふ
る
さ
と
公
園
」の
案
内
看
板
が
見
え
た
ら
、左
の
山
に
入
り
ま
す
。

　

近
鉄「
美
旗
駅
」は
、住
宅
街
に
囲
ま
れ
た
、小
さ
な
駅
で
す
。

こ
の
駅
を
出
て
、正
面
の
県
道
6
9
2
号
を
右
折
す
る
と
、す
ぐ
に

「
美
旗
古
墳
群
」の
ひ
と
つ「
馬
塚
」が
現
れ
ま
す
。 一 

見
、起
伏
の
あ

る
公
園
に
よ
う
に
見
え
る
部
分
が
古
墳
で
、国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。歩
い
て
き
た
道
を
戻
り
、2
0
0
m
ほ
ど
進
み「
初
瀬
街

道
」に
出
た
ら
左
折
。初
瀬
街
道
は
道
路
が
土
色
に
舗
装
さ
れ
て
い

る
の
が
目
印
で
す
。踏
切
を
越
え
、歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
家
並
の

先
、常
夜
燈
の
手
前
を
右
折
。3
0
0
m
ほ
ど
広
い
道
が
続
き
、右

手
に
は
田
園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。そ
の
突
き
当
た
り
に
見
え
る

鳥
居
が「
美
波
多
神
社
」の
参
道
入
り
口
で
す
。

う
ま
づ
か

み

は

た

　
「
美
波
多
神
社
」で
お
参
り
を
済
ま
せ
た
ら
、左
折
。水
路
沿
い
の

小
路
を
進
み
ま
す
。左
手
に
広
場
が
現
れ
、そ
の
隣
は
工
業
団
地
が
で

2.5
㎞

　

名
張
市
東
部
に
位
置
す
る
美
旗
地
区
に
は
、伊
賀
地
区
最
大
規

模
の
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、能
楽
の
創
始
者
・
観
阿
弥
が
創

座
し
た
と
伝
わ
る
史
跡
も
あ
り
、い
に
し
え
の
ロマ
ン
に
満
ち
た
美
旗

地
区
を
初
瀬
街
道
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

女良塚女良塚

観阿弥記念碑（観阿弥ふるさと公園）観阿弥記念碑（観阿弥ふるさと公園）

姥ヶ芝池姥ヶ芝池

地蔵堂地蔵堂

能楽堂（観阿弥ふるさと公園）能楽堂（観阿弥ふるさと公園）

初瀬街道の街並初瀬街道の街並

美波多神社美波多神社

毘沙門塚毘沙門塚

田園風景田園風景

初瀬街道の街並初瀬街道の街並

美旗古墳群美旗古墳群

貴人塚貴人塚

常夜燈常夜燈

初瀬街道の街並初瀬街道の街並

跨線橋跨線橋

初瀬街道の街並初瀬街道の街並

《 

コ
ー
ス
全
長 

》 

11.0
㎞
／
約
3
時
間

注
／
記
事
内
容
は
、平
成
25
年
9
月
7
日
の
取
材
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

は

せ

美
し
い
家
並
が
残
る
初
瀬
街
道
か
ら
、能
楽
の
創
始
者
・
観
阿
弥
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
よ
う

か
ん
か
ん

あ

み

び
し
ゃ
も
ん
づ
か

じ
ょ
ろ
う
づ
か

う
ば
が
し
ばき

じ
ん
づ
か
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見潮寺前の石碑見潮寺前の石碑

　

千
代
崎
港
を
回
り
込
む
よ
う
に
進
み
、塩
浜
街
道
に
いっ
た
ん
出
た

ら
橋
を
渡
り
、港
の
反
対
側
へ
。道
沿
い
に
海
に
向
か
う
と
堤
防
が
現
れ
、

整
備
さ
れ
た
道
に
出
ま
す
。こ
こ
か
ら
の
伊
勢
湾
の
眺
め
は
素
晴
ら
し

く
、海
岸
は
海
水
浴
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。保
養
所
や
別
荘
が
並
ぶ

途
中
に
は
、上
部
が
少
し
欠
け
た「
光
太
夫
の
碑
」も
。冬
に
な
る
と
、

こ
の
海
岸
は
海
苔
を
養
殖
す
る
海
苔
そ
だ
が
並
び
ま
す
。堤
防
の
道
で

は
、ジョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
の
姿
も
見
か
け
ま
す
。２
㎞
ほ

ど
進
む
と
、右
手
に
羽
根
の
形
を
し
た
オ
ブ
ジェが
現
れ
ま
す
。緑
豊
か

な「
江
島
公
園
」の
な
か
を
歩
き
、道
路
に
出
た
ら
左
折
。す
ぐ
右
側
の

大
き
な
敷
地
が「
江
島
若
宮
八
幡
神
社
」。こ
こ
に
は
県
文
化
財
の
絵

馬
が
多
数
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
神
社
の
前
の「
江
戸
両
組
の
常

夜
燈
」は
、こ
の
辺
り
が
かつ
て
の
白
子
港
だっ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

道
沿
い
に
進
む
と
、左
側
に
は
か
つ
て
の
街
道
を
偲
ば
せ
る
松
並
木
も
。

住
宅
街
を
そ
の
ま
ま
進
み
、左
側
に
堤
防
が
現
れ
て
き
た
ら
、目
の
前

に
は
大
き
な
水
門
が
。白
子
漁
港
ま
で
は
、も
う
す
ぐ
で
す
。

大
黒
屋
光
太
夫
ゆ
か
り
の
地
と

　
　
　
　

鈴
鹿
の
古
い
街
並
を
歩
く

ロ
シ
ア
へ
漂
着
後
、幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
帰
国
し
た
大
黒
屋
光
太
夫
の
面
影
を
探
し
、海
沿
い
の
街
道
を
歩
い
て
み
よ
う

1.9
㎞

1.5
㎞

　

水
門
を
左
折
す
る
と「
白
子
漁
港
」が
眼
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

漁
港
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、赤
い
欄
干
の「
新
紅
屋
橋
」を
渡
り
ま
す
。

正
面
が
漁
港
の
水
揚
げ
場
に
なって
い
て
、タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
水
揚
げ

の
様
子
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。漁
港
の
敷
地
内
を
海
沿
い
に
右
手

に
進
む
と
、綺
麗
に
整
備
さ
れ
た
公
園
内
に「
大
国
屋
光
太
夫
モニュメ

ン
ト
」が
あ
り
ま
す
。漁
港
か
ら
離
れ
、言
い
伝
え
が
残
る「
紅
屋
橋
」を

渡
り
、市
街
地
へ
向
か
い
ま
す
。右
手
に
和
田
橋
が
現
れ
て
き
た
ら
右
折
。

参
宮
街
道
の
名
残
を
感
じ
さ
せ
る
古
い
街
並
が
点
在
し
ま
す
。

3
0
0
m
ほ
ど
の
突
き
あ
た
り
に「
高
札
場
跡
」の
看
板
が
見
え
た
ら

左
折
し
、商
店
街
の
あ
る
大
通
り
に
出
ま
す
。右
手
に
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
祈
願
で
有
名
な「
勝
速
日
神
社
」が
見
え
た
ら
、ゴ
ー
ル
の「
近
鉄

白
子
駅
」は
も
う
目
の
前
で
す
。

「
千
代
崎
港
」に
出
ま
す
。港
の
北
側
は
魚
市
場
と
公
園
に
な
っ
て
い

ま
す
。防
波
扉
に
は
光
太
夫
の
物
語
の
壁
画
も
。海
岸
で
は
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
が
天
日
干
し
に
さ
れ
て
い
て
風
情
を
感
じ
ま
す
。

　

近
鉄「
伊
勢
若
松
駅
」の
小
さ
な
駅
を
下
り
る
と
、目
の
前
の
ロ
ー
タ

リ
ー
に
ひ
と
き
わ
目
立
つ「
大
黒
屋
光
太
夫
像
」。こ
こ
か
ら
東
に
向
か
い

踏
切
を
越
え
た
先
の
交
差
点
を
右
折
し
ま
す
。古
い
住
宅
街
を
通
る

細
い
道
を
進
み
ま
す
の
で
、車
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。7
0
0
m
ほ
ど

進
む
と
、左
側
に
大
き
な
石
碑
、右
側
に
は「
見
潮
寺
」へ
の
参
道
が
。

さ
ら
に
進
む
と
、正
面
に
若
松
小
学
校
が
見
え
て
き
ま
す
の
で
、左
折
。

正
面
に
は「
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
」が
公
民
館
に
併
設
さ
れ
てい
ま
す
。

す
ぐ
近
く
に
は
黒
壁
が
印
象
的
な「
心
海
寺
」と
そ
の
向
か
い
側
に
は

「
小
川
神
社
」の
鳥
居
も
見
え
ま
す
。4
0
0
m
ほ
ど
進
む
と
、少
し
大

き
な
道
路
に
出
ま
す
。こ
れ
が「
塩
浜
街
道
」で
す
。道
路
を
横
断
し
て
、

向
こ
う
側
の
路
地
に
入
り
ま
す
。密
集
し
た
住
宅
街
の
な
か
を
進
む
と

墓
地
が
あ
り
、こ
こ
に
は「
光
太
夫
の
供
養
碑
」が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
修
復
中
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
ま
ま
道
沿
いに
歩
く
と
、

4.2
㎞

　

昔
か
ら
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
な
鈴
鹿
市
。春
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
稚

魚
・コ
ウ
ナ
ゴ
や
ア
サ
リ
漁
、晩
秋
か
ら
は
ノ
リ
養
殖
へ
と
海
岸
線
を
彩

る
風
物
詩
も
移
り
変
わ
り
ま
す
。1
7
8
2
年
、大
黒
屋
光
太
夫

を
船
頭
に
江
戸
へ
向
か
っ
た
神
昌
丸
は
、漂
流
の
末
ロ
シ
ア
に
た
ど
り

着
き
、10
年
の
歳
月
を
経
て
三
重
に
戻
り
ま
し
た
。今
回
は
光
太
夫

に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
を
訪
ね
、海
沿
い
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

《 

コ
ー
ス
全
長 

》 

7.6
㎞
／
約
2
時
間
30
分

注
／
記
事
内
容
は
、平
成
25
年
9
月
19
日
の
取
材
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

だ
い

こ
く

や

こ
う

だ

ゆ
う

し
ん
べ
に
や
ば
し

こ
う
さ
つ
ば
あ
と

か
つ
は
や
ひ

え
じ
ま

け
ん
ち
ょ
う
じ

し
ん
か
い
じ

見潮寺見潮寺

小川神社小川神社

千代崎海岸千代崎海岸

白子漁港近くの古い街並白子漁港近くの古い街並

江島公園江島公園

白子漁港白子漁港

心海寺心海寺

心海寺の塀心海寺の塀

大黒屋光太夫像大黒屋光太夫像

大黒屋光太夫記念館大黒屋光太夫記念館

天日干しのカタクチイワシ天日干しのカタクチイワシ

江島若宮八幡神社江島若宮八幡神社

江戸両組常夜燈江戸両組常夜燈

新紅屋橋新紅屋橋

勝速日神社勝速日神社

光太夫の碑光太夫の碑
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気
分
転
換
ち
ょ
っ
と
お
出
か
け

61 60
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総面積3.2ha、総延長1,745m、日本パークゴルフ協会公認
で36のコースを持つパークゴルフ場。年齢を問わずファミリーで
楽しめ、誰でも気軽にプレーできるのもうれしい。青空のもと、
自然の起伏に富んだコースで爽やかな秋風に吹かれてみませんか。
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御饌
み け

とは・・・

世古
せ こ

御饌丼 は・・・
「米」は三重県産を使っています。その一

「メインの食材」は、伊勢志摩地方産です。その二

「水」は清流宮川や五十鈴川のものを使っています。その三

「安全安心な食材」を使い、健康に配慮した調理を
しています。

その四

この丼に関わるすべての食材や人びとに対して、
「おかげさま」の心で作っています。

その五

お伊勢さんの町並みで目につく、
家々の間の小さな路地のことを
「世古」と呼びます。江戸から明治
時代にかけては、130以上もあり
ましたが、大半は戦後に姿を消し
ました。現在も残る世古には当時
の面影が偲ばれます。

伊勢神宮  外宮
とようけだいじんぐう

とようけのおおみかみ

外宮の正式名は「豊受大神宮」で、お米を
はじめ衣食住やすべての恵みを与えてく
ださる産業の守護神・豊受大御神が祀られ
ています。神聖な森に包まれて建つ正宮の
前に立つと心が引き締まります。

1670年の山田大火の後、
川の流れを利用し外宮を火
事から守るために造られた、
長さ300ｍに及ぶ堀。

1688年、山田の俳人たちと一座
したときの芭蕉の句が刻まれてい
ます。祖霊社境内に建っています。

創業は1676年。300年
以上もこの地でお伊勢参
りの旅人のために薬を
売り続けています。伊勢
まちかど博物館のひとつ。

かつての伊勢電気鉄道の終着
駅。昭和5年に桑名からこの駅
までが全線開通しましたが、昭
和17年に廃止となり役目を終
えました。

もと倭町にあった古刹、
常明寺の名跡を継ぐ。
日蓮宗の寺院。

伊勢市駅から外宮に通
じる参道。かつては神
都電車の路線でもあり、
多くの旅館が軒を連ね
ていました。現在は山田
館とつるや旅館が残る
ほか、お洒落なお店が
建ち並んでいます。

山田館
約100年近くの歴史をもつ
木造三層楼の由緒ある旅
館。レトロな雰囲気で今なお
人気があります。

築80年以上の歴史を持つ旅館を
オーナー自ら改装したゲストハウス。
一人旅におすすめの素泊まり安宿
は、新しくもどこか懐かしい。

フランス料理 ボンヴィヴァン
逓信省の山田郵便局電話分室として、
大正12年に建造された建物で営業す
るレストラン。ティールーム、ブラス
リー、フレンチレストランがあるので、
好みのスタイルで食事ができます。

鳥羽・答志島産のしらすを生
のまま豪快にのせました。

TEL.0596-63-8003
浜与本店外宮前

TEL.0596-63-6664
Cafe&Bar Sunny Place

マグロ、鯛など、伊勢志摩
の旬の魚と野菜を盛りつ
けて、「宮川の花火」をイ
メージした海鮮丼。

TEL.0596-23-8357
幸（ゆき）

伊勢・御薗産のお米と多気産
の伊勢いも、その日に市場から
仕入れたマグロを使用。

TEL.0596-24-3210
若草堂

伊勢うどんのタレで炒めた
伊勢地鶏をベースに、きざ
みのり、しらす、なます大根
と唐辛子をのせた丼。

五穀豊穣米のご飯の上
に、伊勢うどんのタレで
味付けした伊勢地鶏をの
せ、大晦日の「どんど火」
をイメージ。

TEL.0596-29-1329
tsumiki（つみき）

せんぐう館
式年遷宮の資料館です。外宮
正殿が原寸大で再現されている
ほか、神宝の調製工程、遷宮祭
の模様などが展示されています。
シアター・検索コーナーなども
充実しており、神宮や神道につ
いて深く知ることができます。

9：00～16：30
（入館は16：00まで）

0596-22-6263

毎月第４火曜日
（祝日の場合は翌日）

【開館時間】

【休館日】

【問合先】

伊勢和紙館
（大豐和紙工業㈱）

伊
勢
市

外宮周辺 ＆
河崎地区

今年10月に、20年に一度の遷御が行わ
れる伊勢神宮。外宮周辺では、その昔から
お伊勢参りの賑わいにより、独特の文化や
歴史を残してきました。また遷宮を記念して
昨年新しく建てられた「せんぐう館」をは
じめ、外宮周辺やすぐ隣の河崎地区では、
新しい賑わいも生まれています。今回は、
それぞれの街なかを、ゆったり歩きながら
新しい発見に出会いましょう。

せんぎょ

A
MAP

外宮周辺
GEKU AREA

外宮参道
神路通り
かみ  じ

ゲストハウス 風見荘

小西萬金丹
まんきんたん

伊勢電大神宮前駅跡
だい じん ぐう まえ

月夜見宮
つき  よ みのみや

常明寺
じょうみょう  じ

豊川百間堀
ひゃっけんぼり

何木塚句碑
なんのきづか

外宮の北御門から月夜見宮
までの幅員４m程度の一直
線の道は「神が通る道」とさ
れています。通りの真ん中
は神さまが通るので、人は端
を歩くように子どもに教える
風習があります。

きた み かど

饌とは「食べもの」という意味で、大切なもの、尊い

ものであることから「御」がついています。

伊勢神宮外宮では、毎日朝夕２度、神々 にお食事を

用意する「日別朝夕大御饌祭」が、1500年間１日も欠

かすことなく続けられています。そんな外宮さんのお

ひざ元から「食の大切さ」「食への感謝」を発信しよ

うと、この御饌丼は生まれました。

ひごとあさゆうおおみけさい

外宮から北へ約300mにある外宮
別宮です。月夜見尊と、その荒御魂
の月夜見尊荒御魂の２柱が祀られ
ています。

つきよみのみこと

つきよみのみことのあらみたま

あら み たま

9：30～16：30
土・日曜日

【開館時間】
【休館日】
※「伊勢和紙ギャラリー」
の開館時は開館

手漉きや機械抄きの各種伊勢和紙や、伊勢和紙で作ら
れた小物を販売。また、館内に設置された大判のインク
ジェットプリンタなど印刷用の機材が、伊勢和紙を使った
作品制作の場として写真愛好家などに活用されるなど、
和紙の品質や高い印刷技術による使いこなしの提案は、
利用者から厚い信頼を得ています。

す す

★毎月第２土曜は紙に関
　するイベントを開催

御饌丼
み  け どん

山田上口

伊勢市

宮町

宇治山田宇治山田

伊勢道

近鉄鳥羽線

近鉄鳥羽線

JR参宮
線

JR参宮
線

近鉄山田線

近鉄山田線

近鉄山田線

23

37

37

32

32

22

伊勢神宮 外宮
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N

とうふ販売 10：00～18：00
レストラン  11：00～14：00

0596-25-1028火曜日

【営業時間】

【定休日】 【問合先】

11：00～18：00（ランチタイム11：00～15：00）

0596-22-7600不定休

【営業時間】

【定休日】 【問合先】

11：00～19：00

0596-26-2008
火曜日（祝日の場合は翌日）

【営業時間】

【定休日】

【問合先】

N

0596-25-10火曜日【定休日】 【問合先】

日）

江戸時代中期創業の老舗酒問屋の建
物を修復した施設。往時の風情を残す
応接室や茶室、庭園などを見ることが
できます。

伊勢河崎商人館

9：30～17：00

0596-22-4810

火曜日（祝日の場合は翌日）
【開館時間】

【休館日】

【問合先】

【入館料】大人　　　 300円
高・大学生　200円
小・中学生　100円
幼児無料

10：00～17：00
火曜日（祝日の場合は翌日）

【開館時間】

【休館日】
【入館料】無料

伊勢河崎商人館の向かい、川沿いに建
ち並ぶ３つの商人蔵には、カフェや雑
貨、食品などを扱うミニショップがたく
さん入っています。

商人蔵

エスサイダー　
1本/190円（税込）

明治から昭和にかけて河崎で造られて
いた「エスサイダー」を復刻して販売。
爽やかな後味が人気。

河崎の氏神さま。７月14日に開かれる天王祭は
「天王さん」と呼ばれ、地元住民で賑わいます。
境内には樹齢600年の大楠があります。

10：00～16：00
日曜日

【開館時間】

【休館日】
【入館料】無料
【問合先】0596-29-1285

江戸時代から昭和30年代まで伊勢
で製造されていた漆器「伊勢春慶」が
展示・販売されています。

伊勢春慶デザイン工房
しゅんけい

勢田川沿いに佇む風情ある建物で
す。４月～11月の第1・第3日曜日は
勢田川を遊覧する木造船「みずき号」
が就航。（有料）

河崎「川の駅」

「宮川道　さんぐう道」と
刻まれた道標が、通りの辻
に建っています。

道標築200数年の町屋を改装した
町の古本屋さん。古本だけでな
く、懐かしいレコードも販売され
ています。

古本屋「ぽらん」

築160年の重厚な蔵を改装した
趣きのあるカフェ。ジャズが流れ
るなか、焙煎したてのコーヒーを
いただけます。伊勢まちかど
博物館指定。

珈琲屋「河崎蔵」

河辺七種神社
かわべ ななくさ

元禄年間創業と伝えられる老舗の陶器
問屋。現在の当主は15代目。入口から
蔵の奥まで約64ｍあり、かつて使わ
れていた運搬用のトロッコレールが
今も残っています。伊勢まちかど
博物館指定。

せともの屋「和具屋」

築100年の町家を再生し、豆腐を専門に扱うお店。地元の
大豆「ふくゆたか」と尾鷲のにがりを使って作られた豆腐は、
豊かな味わいと滑らかな口当たりで人気です。

伊勢河崎町家とうふ

築100年の砂糖問屋の石蔵をリノベーションしたカフェ。
店内の一角にはクリエイティブユニット「ＥＭＥＬＯＮ」が
生み出したお洒落な商品がいっぱい。ハイセンスな伊勢の
お土産はこちらがオススメです。

モナリザ　スーベニア＆カフェ

◀タイカレー（ドーナツ・ドリンク付き）
　980円（税込）
　スパイスの効いた本格的な辛さ

古い蔵の入口から中に入るとそこはレトロな空間。アン
ティーク着物の生地で作られた雑貨やアクセサリー、作家
もの銀製品や器などが並ぶ個性的な雑貨屋さん。

月の魚

◀チキンドンブリ
　（ドーナツ・ドリンク付き）
　980円（税込）
　しょうゆだれでさっぱり
　した和風丼です。

▼ササササササササササ中（「サトナカ」と読む）
　塩・米・酒と三種類の味のクッキーが楽しめる
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河崎地区
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今日のおまかせ御飯1,000円（税込）
豆腐や大豆を中心にした11品▶
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津
市

橋内地区 ＆
橋北地区

津市は2004年の市町村合併により、人口
約28万人の都市になりました。中心市街
地では、県立博物館やプラネタリウムなど
の新しい文化施設の誕生により、文化的
な街へと生まれ変わろうとしています。
今回は、芸術の秋にふさわしい賑わいと
楽しみを探しに出かけましょう。

A
MAP

橋内地区
KYONAI AREA

江戸時代から安濃川にかかる
橋で、この橋より南を橋内、北
を橋北と呼びます。橋の近くに
戦災の記録として高欄が残さ
れています。

塔世橋

きょうない

あ のう

きょうほく

2013年10月に新築移転したこのビル
は、１階にテレビのサテライトスタジオ、４
階は世界最高峰の解像度を誇るプラネ
タリウムが設置されています。プラネタリ
ウムは来年春より、津市の小学校向けに
学習投影が始められる予定です。

岡三証券グループ津ビル・
プラネタリウム

安濃川と岩田川を天然の大外堀として、織田信
包が津城を創築。江戸初期に藤堂高虎の手で近
代城郭に改修されました。明治の廃藩置県により
廃城となり、現在の隅櫓は1958年に復元された
もの。お城公園として市民に親しまれています。

津城跡

明治の終わり頃に津城跡の外堀が埋められ、新
しい道や町の誕生とともに城跡周辺が整備さ
れ、お城公園が生まれました。津市役所北側の
エリアはお城西公園と呼ばれ、毎年秋に津まつ
りのイベント会場としても利用されています。

お城公園・お城西公園

日本三大観音のひとつで、正式には「恵日山
観音寺」と言い、真言宗の古刹です。御本尊は
秘仏の聖観世音菩薩で、その昔、阿漕浦の漁
夫の網により出現したと伝えられています。毎
月18日には「津観音縁日にぎわい市」が境内
で開かれています。

津観音「だいたて」の愛称で呼ばれる大門の
商店街。津観音への参道につながる
「だいたてアーケード」があります。

大門立町

毎年10月上旬に行われる津まつりで
は、このエリアを中心に多くの露店が
並び、２日間の祭り期間中の人出は
30万人を超えます。

だいたてアーケード

2005年、津市の中心部に市民の憩いと集いの場
として「津市まん中広場」がオープン。国道23号と
フェニックス通りの交差点に面する角地で、さまざ
まなイベントが開催されています。

津市まん中広場

津市中央からなぎさまちを結ぶ道路は「フェニックス通り」
の愛称で市民に親しまれています。1967年に植えられた
区間のフェニックスは、6m間隔で99本。津まつり開催時に
は、歩行者天国になります。

フェニックス通り

津松阪港の港湾と商業施設を総称してこう呼びます。
中部国際空港への海上アクセスの拠点として2005
年に開港しました。敷地内には「旅客ターミナル」の
ほか、展示や販売に使用できる「交流広場」、飲食店
や雑貨店が集まる「ベイシスカ」があります。

津なぎさまち
津市の「安濃津」は、かつて日本
三大津のひとつで、水上交通の
重要な拠点でした。この灯台は
1809年、津藩が船を安全に港
に誘導するため、贄崎常夜灯を
設置したのが始まり。今も伊勢
湾を航行する船の安全を見守っ
ています。

贄崎灯台
にえ さき

千寿の「天むす」
昭和30年代、大門の千寿で「天むす」
は、生まれました。今も変わらず守り
続けられている味は、おむすびとえび
天の絶妙なバランスが命です。

蜂蜜まん本舗の「蜂蜜まん」
創業45年、水谷養蜂場ゆか
りの初代が｢蜂蜜をもっと身
近に」との想いから生み出し
た名物饅頭。焼きたてをほお
ばると皮はパリッ、中のこし
あんは熱々、そしてほんのり
蜂蜜の風味が広がります。

１個 130円（注文は５個から）▶

えにちざん

あ こぎ

せんじゅ

とうせ ばし

１個 50円▶

すみやぐら

ラ ン チ 11：30～16：00
ディナー 18：30～24：00

090-1981-3488日曜日

【営業時間】

【定休日】 【問合先】

11：00～20：00

059-226-2621
水・第3日曜日

【営業時間】
奥山銘木店

【定休日】

【問合先】

古民家をリノベーションしたイタリアンレストラン。大通りか
ら少し離れていることで、隠れ家的に好む常連客で賑わう
お店。安くておいしい食材を仕入れているため、価格以上の
味を楽しめます。

trattoria TOTTI（トラットリア・トッティ）

先代が銘木を扱う商売をしていたので屋号が「奥山銘木
店」。店主が代替わりして、2006年から書籍を扱うお店に
なりました。この書店で扱う書籍は、すべて店主の奥山さ
んが選んだものばかり。アートやカルチャー系などこだわり
の本も多く、本屋版セレクトショップとして本好きのファン
も増えています。

13：00～19：00

059-246-8857
火・水・第3日曜日

【営業時間】
GOCYI CAFE（ゴチィ カフェ）

【定休日】

【問合先】

軒を並べる「GOCYI CAFE」は、奥山さんの家族が営むカ
フェ。お店の内装もメニューもナチュラル系なので、心が安
らぎます。もちろん隣りの「奥山銘木店」で買った本を読み
ながら自分流の過ごし方もできますよ。

奥山銘木店・GOCYI CAFE（ゴチィ カフェ）

週替わりのパスタランチ 1,000円（税込）
前菜、メイン（パスタまたはピッツア）、飲み物

秋のおすすめメニュー▶
バナナとクルミのマフィン230円　

チャイ580円　

1

2

大門からフェニックス通りを挟んで南側に位置する分部町（現東丸之
内）。この町に古くから伝わる「唐人踊り」は、県無形民俗文化財です。
江戸時代の使節団「朝鮮通信使」をまねたものと言われており、仮面
とトラ柄の衣裳を着け、鉦やラッパを鳴らしながら踊り、練り歩く姿は、
秋の「津まつり」や「高虎楽座」で見ることができます。

分部町の唐人踊り
わけべちょう とうじん

週替わりのパスタランチ 1 000円（税込）
物

軒を並べる「GOCYI CAFE」は 奥山山さんの家族が営むカ山さんの

よ。
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1994年に開設された複合文化施設。複数の施設が中庭を囲むように配
置されており、それぞれの施設は、空中回廊で行き交うことができます。
オペラ・コンサート・ミュージカルなどに対応できる「三重県文化会館」の
大・中・小ホール。広場の地下に広大な蔵書を有する「三重県立図書館」、
社会人の学びの場となる「生涯学習センター」「男女共同参画センター」
「放送大学学習センター」などがあります。休日は毎月１回、広場で「手づく
り市」が開催され、大勢の市民で賑わっています。

三重県総合文化センター

開館時間・休館日・お問い合せ先等は施設によって異なります。
http://www3.center-mie.or.jp/center/

昔は｢御山荘」、または「御山荘山」といい、

津藩第11代藩主・藤堂高猷公が安政年間
（1854～60）に別荘を設けたのが始まりで
す。丘陵や谷の趣が充分に生かされた園内
は、春の桜や紫つつじ、秋の紅葉が美しいで
す。またデゴイチの名で親しまれているＤ51
形蒸気機関車も保存されています。

津偕楽公園
三重県総合文化センターの正面に、現在開館準備中の「新・三
重県立博物館」。偕楽公園横の建物が老朽化したため、来年移
転し、オープンする予定です。新しい博物館のオープンに向け
て、イベントも随時開催されています。開館までの動きはホーム
ページで公開されています。

三重県立博物館

http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/haku/

とうどう たかゆき

ごさんそう

かいらく

美術館の敷地内にある、本格的フレンチが味わえるレストラン。
アートを楽しんだあとのお食事やカフェに贅沢な気分が味わえ
ます。扱う食材は地元の良質な食材がメインで、ジビエにも力を
入れています。

Musee BonVivant（ミュゼ ボンヴィヴァン）1

カフェ 10：40～16：45
ランチ 11：30～14：00
ディナー 17：30～19：30（コースのみ）

059-223-7070
月曜日（美術館休館日）

【営業時間】

【定休日】
【問合先】
http://www.bonvivant1983.com/musee/

三重県立美術館内

ランチプレート 1,890円（税込）▶

※プラス500円で鹿肉料理をお楽し
　みいただけます。

前菜またはスープ、メイン、パン、
飲み物

1982年に中部・東海地区初の本格的な美術館として
開館しました。2003年には柳原義達記念館が開館。
日本の近代洋画のコレクションが充実しており、敷地
内には素晴らしい屋外彫刻も点在します。館内には県
民ギャラリーやミュージアムショップ、レストランも併設
されています。

三重県立美術館

9：30～17：00（入館は16：30まで）

059-227-2100

月曜日（祝日の場合は翌日）
年末年始（12月29日～1月3日）

【開館時間】

【休館日】

【問合先】
http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/art-museum/

三重県庁のすぐ南に位置する「四天王寺」は、
推古天皇の勅願により、聖徳太子が建立した
と伝えられている古刹です。織田信長、信包の
母でもある土田御前の墓があることでも有
名。若者たちにお寺の魅力に触れてほしいと
「座禅体験」を実施したり、本堂でジャズ・ライ
ブを開催することもあります。

四天王寺

http://www.sitennoji.net/

四天王寺の敷地内に建つ昭和なレトロ感あふれる３階建て
のビルは、もともと幼稚園の施設として利用されていたも
の。現在は、１階に喫茶店とギャラリー、２階は雑貨屋とデザ
インラボ、３階は小劇場とリトルプレス編集室と、個性あふ
れるテナントが入っています。各テナントが自主企画でイベ
ントを実施したり、会館全体でひとつの文化シーンを作る不
思議な商業施設で、津の新しいランドマークとして、若者た
ちが集うスペースになっています。

幼稚園の教室跡をクラフト・アート作家らの手でリノベー
ションした表現空間（ギャラリー）。月２～３回の展覧会は、絵
画、写真、陶、ガラス、布など、バラエティに富む内容が魅力。
展示作品は購入も可能。

菰野にある雑貨屋Noviの２号店。
文具を中心にセレクトされた雑貨の
お店です。オーナーがこだわって集
めた雑貨は、ここだけでしか買えな
い品々も多いのだとか。ミニ企画展
もあり、女性に人気のショップです。

ノビ文具店と同室にあるデザイン
チームHUTCHのショップ兼ギャラ
リースペースです。オリジナルデザ
インの子どもサイズＴシャツが人
気。子どもを対象にしたワークショッ
プも開催されています。

四天王会館2

office.volvox@gmail.com
会期日・時間は展示内容により異なる。
【問合先】
http://www.volvox-stnk.net/

http://shitennokaikan.com/

VOLVOX 〈四天王会館１階〉

ノビ文具店 〈四天王会館２階〉

12：00～19：00

059-227-8321
水・木曜

【営業時間】
【定休日】
【問合先】
http://www.novi-zakka.com/

ハッチラボ 〈四天王会館２階〉

12：00～19：00

info@hutch-frame.jp
水・木曜

【営業時間】
【定休日】
【問合先】
http://hutch-frame.jp/lab/

開館準備中の「新
化した
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〒514-0009　三重県津市羽所町525番地の１
三重県農協健康保険組合

TEL 059-229-9220
URL ： http://www.jamiekenpo.or.jp/
e-mail : jakenpo@kenpo.jamie.or.jp
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